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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。
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善人おっさん、生まれ変わったらＳＳＳランク人生が確定した


三木なずな









第一章

プロローグ◆善人、生まれ変わる







　生前の行いで次の人生が決まる。

　罪を犯せば犯すほど次の人生は悲惨なものになるし、逆に善行を積めば積むほど生まれ変わった先で報むくわれる。

　因いん果が応おう報ほうは、来世にも適用される話だ。

　私は今、死後の世界にいる。

「あーダメですね、あなた山賊やって人を四六一人も殺しましたね。Ｆランク。来世はミジンコ、再来世が豚。人間に戻るのはその次ですね」

「一人を事故で死なせましたね。でも治ち癒ゆ魔法で何人も助けてますね……差し引きＣランク。次は平民の家に生まれ変わります」

　まるでお役所的なところで、ほかの死者が次々とジャッジされていくなか、私は静かに行列に並んでいた。

　次々とランクを分けられて、記憶を消去されて転生していく人たちを見る。

　いろんな人生が見えて結構面白い。

　生きてるうちに絶対ばれないような秘密も、こっそりやったいいことも、ここじゃ赤せき裸ら々らに暴かれる。

「ふざけるな！　この余が下げ賤せんな平民に生まれ変わるなど間違っておる！」

「悪逆無道の限りを尽くしただろう、観念しろ！」

　たまにジャッジを聞いたあと暴れだして、文字通り往おう生じよう際ぎわが悪いやつもいる。

　今もものすごい有名人、帝国の皇帝がＤランクのジャッジを下されて、次の人生は貧民かつ運が悪い人生になることが決定してしまった。

　生前の権威を笠に着て暴れ回るが、そんなものが通用するはずもなくすぐに取り押さえられた、記憶消去の聖水を飲まされ、行列の向こうにあるでっかい穴に突き落とされて、新しい人生に転生していった。

　そうこうしている間に、私の番になった。

「えっと、魂ナンバー１９８６３９７４７９、人間名ジャンティ・カインドさんですね」

「ええ、魂ナンバーなんてのは初耳ですが」

「あはは、それを知ってたら逆に困りますよ」

　目の前の翼を持った女の人が屈くつ託たくのない笑顔で言った。

「今からあなたの生涯の善行と悪行を審査します、規則で三つまでアピールできますけど、どうしますか？」

「お任せしますよ。今まで見てると何を言ってもたいして変わりありませんので」

「いえいえ、とんでもない悪人が最悪の事態を免まぬかれることもありますよ、ほら」

　女の人は横を指さした。

　そこであきらかに盗賊っぽい男が必死に考えた結果。

「あったぞ！　あった、子どもを助けた。腹減ってるガキに残飯をくれてやった」

「確かにありますね。わかりました、じゃあ次の人生は犬です、ちゃんと犬としての人生をまっとうすればその次からまた人間に戻れます」

「えええええ!?　いいことしたのに!?」

　男は記憶を消去されて、ほかの人間と同じように穴に突き落とされ、転生させられた。

「あの人、あれを思い出さなかったら貝になってました。海底で百年近く生きることになるところでしたよ」

「なるほど」

　アピールはまったく意味がない訳でもないってことか。

「それでも大丈夫ですよ、もう終わった人生ですし、ジタバタしてもしかたありません」

「潔いさぎよいですね、そういう人好きです。じゃあ審査、始めますね」

「お願いします」

　女の人――多分言い伝えにある天使だろう――はものすごい勢いで書類をめくり始めた。

　手元にある、見たことのない機械にその都度あれこれ書き込んでいく。

　急に、その手がピタッと止まってしまった。

「ふぇ!?」

「どうしました？　そんな素すっ頓とん狂きような声をあげて」

「これは……いえしかし、ありえない」

「え？」

「すみません、ちょっと待ってください？」

　天使はそう言って、ほかの天使を呼んだ。

　周りにいる多分同僚の天使が次々と彼女の周りに集まって、おかげでほかの列が完全に止まってしまった。

「それはちょっとありえないだろ」

「私もそう思うわよ、でも検算しても同じ結果になるんだもん」

「私も今やりました。彼女の結果で間違いないです。信じられませんが」

「僕も同じ結果になりました。いやあ五百年ぶりですね、ここまでの結果が出たのは」

　天使たちが集まって口々に何か言い合うが、どうやら最初の天使の計算で出した結果で間違いないようだ。

　それを全員が確認して、一度頷うなずき合ってから、それぞれ担当の部署に戻っていた。

　そして、こっちの担当の天使は。

「お待たせしました。結果が出ました」

「はい」

「あなたはＳＳＳランク、びっくりするくらいの善行を積んできましたね」

「はあ」

　びっくりするくらいの善行って言われても。

　そりゃ、悪人ではないと思うけど、というか悪人にだけはならないようにって生きてきたけど。

　びっくりするくらいの善人って言われてもピンとこない。

「ＳＳＳランクには特例として二つの選択肢が与えられます。一つは神になれること」

「神？」

「はい、ざっくり言うと私たちの上司ですね」

「はあ」

「興味なさそうですね。人間から神になれるんですよ。ちなみにＳＳランクだと私たちと同じ天使になります」

「なるほど、その差はわかります」

　ＳＳＳランクで神に、ＳＳでその一つ下の天使に。

　はっきりしててわかりやすい。

「もう一つの選択肢というのは？」

「人間に転生することです。神様になるほどのものじゃないですが、人間の中では恵まれた人生になります。まあ、とはいってもせっかくのＳＳＳランクですし、神様になることをお勧すすめ――」

「では人間で」

「――しますってふぇっ！」

「人間でお願いします」

「いいんですか？　ＳＳＳランクなんですよ？　神様になれるんですよ？」

「ええ、神様はよくわかりませんので。人間だと今回よりもいい人生になりますよね」

「ＳＳＳランクだからもちろんですよ！　はあ……変わった人ですね。わかりました、ではＳＳＳランクで人間に転生、ってことで」

　天使は手元の書類にポン、とハンコを捺おした。

「では、これから転生させますね」

「ええ、わかってます。あそこから飛び降りればいいんですね」

「はいそうです、その際――」

「わかってます。ごねませんよ、さっきからそれでご迷惑をかけている人をたくさん見てきましたので」

　スタスタと大穴に向かっていく。

　さっきから転生する人はみんなこの穴に突き落とされている。

　駄々をこねた人間ほど、手荒に突き落とされていた。

　天使も見た感じ大変な仕事だから、せめて手間をかけさせないようにさっさと飛び込もう。

「では、お世話になりました」

「じゃなくて、聖水を――」

　天使が何かを言いかけたけど、私はひょいっと、躊ちゆう躇ちよなく穴に飛び込んだ。

　浮遊感が全身を包む、次々と体の感覚がなくなっていく。

　目が見えなくなって、耳も聞こえない。

　やがて落下している感覚さえもなくなる。

　…………。

　どれくらい時間が経たったのだろう、少しずつ、感覚が戻ってきた。

　まず触覚だ。

　ぬるいお湯に浸つからされて、ふかふかの布で包まれた。

　次に嗅きゆう覚かくだ、心が安らぐ、いい匂においが鼻をくすぐった。

　そして、聴覚。

「おおおおお！　これが私の子か！」

「あなた……」

「よくやった！　よくやったぞお前！　これが私の子かあ……」

「あなた、この子に名前を」

「もう決まっている。アレクサンダーだ！」

「まあ、それは我が一族の始祖様のお名前」

「うむ！　それに相応ふさわしい勇敢な男に育つ意味も込めている」

「アレクサンダー……アレク……父上の期待に応こたえて立派に育つのですよ」

　どうやら今聞こえてる男女の声が、新しい両親の声だった。

　父親の声は勇ましく、母親の声は優しかった。

　いい両親みたいだ。

「そうだ、皇帝陛下に奏そう上じようして、この子に爵しやく位いを賜たまわらなくては。私の長男、将来はこの家を継ぐ子だ、最低でもまずは男爵位をもらってこんとな」

「いいですわね」

「それと花嫁だ！　待ってろよアレク、この父が素晴らしい相手を見つけてきてやるからな」

「それは待ってくださいなあなた。花嫁もいいですが、妻になるものはアレク自身に選ばせた方が良いのではありませんか？」

「なあに、好きな人が出来たらそれでいい。許嫁いいなずけとなった相手も気に入ったならば、両方と結婚してしまえばいいのだ。このカーライル家の長男なのだからな」

「それもそうですわね」

「ああ、アレクとその妻の子ども……きっと可愛い子になるのだろう」

「もう、あなたったら気が早い」

「そうか？　それもそうだな、あはははは」

「うふふふふ」

　両親は声を出して笑い合った。

　いい両親なのは間違いないようだが、どうやらかなりの親馬鹿みたいだ。

　悪いことじゃない、むしろいいことだ。

　どうやら貴族の家に生まれたが、貴族であるのにもかかわらずいろいろと理解のありそうな両親。世界で一つあるかないかの珍しい組み合わせだ。

　ＳＳＳランクの家に生まれたんだな、という実感が少しずつ湧いてきた。

　……あれ？

　生まれ変わった……んだよな。

　ならなんで、前世の記憶を持っているんだ？

　普通は記憶が消えるんじゃ……あっ。

　思い出す、転生する前には記憶消去の聖水を飲まなかったこと。

　転生先が決まったらすんなりと受け入れてさっさと転生したから、聖水を飲むことを忘れてたんだ。

　前世の記憶を持ったまま、赤ちゃんとして生まれ変わった。

　これって……いいのか？

　目の前がまぶしくなった、最後に視覚が戻ってきた。

　目の前に男女の顔があった、きっと両親だ。

　そしてその向こうに、半透明になってる見覚えのある顔、さっきの担当天使がいた。

　彼女は空にプカプカと浮かんで、困ったような表情をした。

　やっぱり困るよな、すまない。

　さあ記憶を消してくれ。それで新しい人生のスタートだ。

　と、覚悟を決めたのだけど。

「……」

　天使は一つため息をついて、そのまますぅ、と消えてなくなった。

　消えた？　どうして？

　疑問に思ったが、答えてくれる人はいなかった。

「懸けん案あんになってる反乱軍を討とう伐ばつするぞ！　一掃して土地を奪い返して、アレクの最初の領地にしてやるのだ！」

「もう、あなたったら」

　聞こえてくるのは親馬鹿二人の声だけ。

　なにがなんだかわからないけど、どうやら。

　私は、記憶を持ったまま、ＳＳＳランクの家庭に生まれ変わったみたいだ。










01◆善人、嫁と一緒に文字を学ぶ







　朝日のなか目覚める、ベッドの上で体を起こして、伸びをする。

　小さな体、ぷにっとした手足。

　三歳になったばかりの私、記憶はそのままだけど、体は人並みに成長している。

　生まれた日、天使の姿は見えたが、向こうはすぐに諦あきらめたかのようにため息をついて、そのままいなくなった。

　それ以来天使は姿を見せていない。

　私に残った記憶はそのままだ。

　前世の記憶、数十年生きた記憶を持ったまま赤ん坊に生まれ変わった。

　アレクサンダー・カーライル。

　それが私の新しい名前だ。

　帝国の名門・カーライル公こう爵しやく家けの長男として生まれた私は、乳おん母ば日ひ傘がさで何一つ不自由のない生活を送っていた。

　よちよち歩きができるようになると、私のそばに同い年の女の子が連れてこられた。

　アンジェリカ・シルヴァ。

　私の許嫁いいなずけで、新興貴族シルヴァ準じゆん男だん爵しやくの一人娘だ。

　父親の本気を見た。

　記憶が残っている私は、公爵と準男爵の力関係をよく知っている。

　公爵が言いだせば断れないのが準男爵だ。

　同い年の私の許嫁はまだいい。

　公爵がロリコンで自分の花嫁に歩けるようになったばかりの女の子が欲しいと言っても断れないのが双方の力関係だ。

　肉体はよちよち歩きの子どもだけど、精神は父親よりも遥はるかに年上なのだ。

　許嫁とはいっても、当然そんな目で見れるはずはない。

　アンジェリカ――アンジェを実質見守りつつ、いい遊び友達の関係を築いた。

「おはよーごじゃいます……アレクしゃま……」

　そのアンジェが私のそばで目を覚ました。

　常に同じベッドで寝てる彼女は、まだ半分寝ぼけているようで、普段よりもさらに舌っ足らずだ。

「おはようアンジェ、顔を洗ってくるかい？」

「アレクしゃまといっしょがいい……」

「そうか、じゃあ行こうか」

　私はアンジェの手を引いて、倉庫として使えるくらい広い寝室から廊下に出た。

　そこに、よく知っているメイドのアメリアがいた。

　この屋敷でもとりわけ働き者のアメリア、彼女は私に深々と一礼した。

「おはようございますアレク様、朝のお支し度たくですか？　お手伝いします」

「大丈夫、自分たちでできるから。それよりも後で朝のご挨あい拶さつに行くから、父上に報告しておいで。そうしないと父上がこっちに来るからね」

「旦那様はアレク様が大好きなのですもんね」

「とはいえ父上は公爵だ、あまりにも威厳のないところを見せてしまうと下の者に示しがつかないな」

「ああ……アレク様なんという聡そう明めいさ……。わかりました！　このアメリア、ちゃんと旦那様を引き留とめます」

「大丈夫なの？」

「はい！　アレク様のありのままを伝えればいいのです。挨拶に来るアレク様がもっとも愛らしく格好いいと真実を伝えれば旦那様も待たざるをえません！」

　鼻息を荒くして、力説するアメリア。

　勢いに気け圧おされそうになったけど、父上が納得しそうな言い方だ。

「わかった、じゃあ任せるよ」

「はい！」




　　　　　☆




　この日の午後から家庭教師がつくようになった。

　屋敷の一室で、勉強二つに黒板一つ。

　私とアンジェのために雇われた若い男の家庭教師は意気込んでいた。

「それでは、まずは文字の読み書きから始めます」

「はい、よろしくお願いします」

「お、お願いします」

　私が軽く一礼すると、隣の机に座っていたアンジェが慌あわてて同じようにした。

「ではまず私が発音しますので、それに続いて読んでみてください」

　家庭教師は黒板に文字を書いていき、それをはっきりとした発音で読んだ。

　私とアンジェは言われたとおり、それを真ま似ねて読む。

　一通り読み方を教わった後は、手元のノートに書き取りを指示された。

　文字を一から勉強するのは新鮮だ、こんなことをするなんて何十年ぶりだろう。

　私は気楽に書き取りをするけれど、アンジェは一生懸命やっている。

　まだ三歳になったばかりのアンジェがそうする姿は愛くるしくて、手を伸ばして頭をナデナデしたくなる。

　ちなみに、この勉強部屋は密室ではない。

　といっても開いてるのは窓じゃない、ドアの方だ。

　開いたドアから廊下にいる父上と母上が顔を出して、私たちの勉強の様子を見ている。

　こっそり覗のぞいているつもりだろうけど、丸見えだ。

　二人ともハラハラしている、親馬鹿の平常運転だ。

「では、書いたものを見せてください」

　一通り書き取りを終えた後、家庭教師は私たちのノートを回収して、赤ペンで採点をしていった。

　たいした量じゃないから、すぐに返ってきた。

「わあ、一〇〇点だ」

「よかったなアンジェ」

「はい！　ありがとうございます！　アレク様！」

　アンジェの姿があまりにも愛くるしくて、とうとう手を伸ばして頭をナデナデしてあげた。

　アンジェは恥ずかしそうにしながらも、えへへ、と可愛らしく微笑んだ。

　ちらっとノートを見た、一生懸命に書いてるのがわかる字だ。

　字を綺麗に書けるのは才能だが、真ま面じ目めに字を書こうとする姿勢は人間としての才能だと思う。

　アンジェが大人になったらどんな女性になるのか、すごく楽しみだ。

「おお、アレク、勉強しているのかー」

　父上が部屋に入ってきた。

　ものすごい棒読みで、白々しくそう訊きいてきた。

　たまたま今通りかかったふうを装っているんだろう。

「どれどれ、アレクの点数は……むっ」

　父上の表情が変わった。

「どうしたんですか父上」

「九五点か……いや、初めてなら十分だ、うむ。それよりも字が上手うまい、うむ！」

「九五点ですか？」

　これにはさすがに驚いた。

　いくら何でも、三歳児に教える内容のテストで間違えるはずがないんだけど。

「父上、それを見せてください」

「いやこれはアレクの初テストだ、まずは家宝として――」

「見せてください」

「う、うむ？」

　珍しくちょっと強い私の口調に、不思議そうに首を傾かしげつつ、父上はノートを手渡してくれた。

　私はノートを見た。

　ほとんどが正解となっているところに、一箇所だけ×がある。

「……先生」

「はい、なんでしょうかアレク様」

「この文字のことなのですが」

「ええ、惜しかったですね。そこははねないのです」

「いえ、はねるのです。少し古い――それに堅い書き方なのですか」

「え？」

　きょとんとする家庭教師。

　話を聞いていた父上は私の手からノートを奪い取った。

　×になってるところを見て、デレデレ親馬鹿モードじゃなくて、真顔で頷うなずいた。

「うむ、確かにアレクの言うとおりだ。私も公文書の時は意識してこう書くぞ」

「そ、そうでしたか。浅せん学がくでお恥ずかしい……」

　乾いた笑いでごまかそうとする家庭教師、一方で父上の真顔は一瞬だけで、すぐにまた親馬鹿モードに戻った。

「これがわかるとは……アレクはやはり天才だな」

「見せてくださいなあなた」

「うむ！」

「まあ……この字の上手さ、アレクは賢いのね」

「うむ！　これほどの聡明さ、いますぐ私が家か督とくを譲っても問題はないな！」

「えええ!?」

「ダメですよあなた」

　いきなり何を言いだすんだ、って驚いていたら、母上が父上をたしなめてくれた。

「アレクにはもっと豊かな少年時代を過ごさせたいものですわ。世間に名を轟とどろかせるのはもうしばらく先でいいでしょう」

　名を轟かせるのが前提なのですね母上……。

「うむ、それもそうだ。私はもう数年頑張らないといけないな！」

　いえ父上、数年ではなく数十年は頑張ってください。

　あなたもまだ十分に若い、私の記憶が間違ってなければまだ三〇歳にもなっていないはずです。

「ともかくこれは家宝にする！　いやせっかくだ、教会に聖物認定をさせよう」

「それはいい考えですわ」

　両親はそう言って、私のノートを持って部屋から出ていってしまった。

　なんというか……恥ずかしいな、これは。










02◆善人、飛び級しそうになる







「アレク様！　あの鳥歌ってます！」

　ものすごく栄えていて、華やかさと乱雑さが同時に存在している街。

　そこで六歳の私とアンジェが普通に出歩けるのは、ここが父上が統治しているモレクという街で、私の顔が知られているから。

　広い意味での「うちの庭」のようなところで、散歩をする私とアンジェ。

　アンジェが注目したのは一軒の店、軒先に無数の鳥とり籠かごをぶら下げている鳥屋だ。

「あれはミミックバードだね」

「どういうものなんですか！」

「アンジェは好奇心旺おう盛せいだね。何かを訊きくときはいつもそうやって目をキラキラさせてるね」

「はい！」

　指摘すると、アンジェは天真爛らん漫まんそのものの笑顔で頷うなずいた。

「アレク様が説明してくれるの、好きです！」

「僕の説明が？」

「はい！」

　私は少し苦笑いした。

　好奇心でいろいろ訊いてくるのかと思っていたけど、それは違ったみたいだ。

　とはいえ、知識に繫がるきっかけなんてなんでもいいのは間違いないので、アンジェに説明してあげることにした。

「せっかくだから、実際に体験しながら説明しよう」

「はい！」

　アンジェを連れて店に入る。

　店の中は風流な大人ばかりだった。

　鳥、特にミミックバードを飼うのが「雅みやび」なこととされていて、最近の流行だ。

　そんな大人たちの中に足を踏み入れた六歳の私たち。

「いらっしゃいませ――おお！　これはこれはアレクサンダー様」

「アレクでいいよ。僕のことを知ってるの？」

「もちろんですとも。そちらは奥様のアンジェリカ様でいらっしゃいますね」

「まだ許嫁いいなずけだよ。ちゃんと奥さんになってもらえるようにいいところを見せたいんだ。いろいろ見せてもらってもいい？」

「もちろんですとも。ささ、こちらへどうぞ」

　店の人は僕たちを奥へと案内した。

　途中で何人もの人に話しかけられた。

　生まれ変わって子どもになった私は、マスコット的な存在として、街に出るとこうしていろいろと声をかけられる。

　一人ずつ丁てい寧ねいにやりとりをしてから、案内された一番奥の席にアンジェリカと一緒に座った。

「いらっしゃいませアレク様」

　座った瞬間別の人が出てきた。

　格好的にこの店の主みたいだ。

「当店へお越しいただきありがとうございます。本日はどのようなご用命で」

「アンジェはミミックバードを初めて見るらしい、説明してあげるって約束だから、素直な子を持ってきて」

「かしこまりました」

　店主は私に一礼した後にアンジェにはもっと恭うやうやしく頭を下げてから、鳥を取りにいったん下がった。

「あの、アレク様。今の人、どうしてアレク様より私に対して礼儀正しかったの？」

「僕がアンジェを大事にしてるからだよ。僕よりもアンジェを丁てい重ちように扱った方が喜ばれるってわかってるからね、こういう所の人は」

「ほわ……」

「違う場合もあるよ。例えば僕がアンジェに格好いいところを見せたいと言ったら――」

「アレク様はいつでも格好いいです！」

　アンジェは私の台詞せりふを食い気味で遮さえぎってきた。

「ありがとう。それをもっと見せたいときだって気づいたら、アンジェよりも僕に恭しく振る舞うんだ」

「ケースバイケース、なんですね」

「賢いな、アンジェは」

　手を伸ばして、アンジェの頭を撫なでた。

　私は聖水を飲まず、前世の記憶を持ったまま生まれたけれど、アンジェは普通の六歳の女の子だ。

　時折見せる聡そう明めいな一面は、将来を大いに楽しみにさせるものだ。

　しばらくして、店主が籠ごと鳥を持ってきた。

「お待たせいたしました。先日入荷いたしました、成鳥したばかりのまだ若い一羽です」

「ありがとう。普段通りでいいのかな」

「もちろんでございます」

「うん。じゃあアンジェ、この子の前で何か歌ってみせて」

「ええ!?　わ、私がですか」

「もちろんだ。僕にアンジェの綺麗な歌声を聞かせて」

「わ、わかりました」

　アンジェは恥じらいながら、おずおずと歌ってみせた。

　よく聞く童謡だが、アンジェが歌うのを聞くと気持ちがほんわかとなる。

「お、終わりました」

「いい歌だったよ」

「うぅ……恥ずかしいです。でもアレク様、どうして私が歌うんですか」

「それはね……」

　私は鳥籠に入っているミミックバードに目を向けた。

　鳥と目が合う、まだ子どもっぽさ――というより子どもそのものの手を出して、サインを送った。

　売り物になっているミミックバードが必ず仕込まれているコマンドだ。

　それを送った途端、ミミックバードが歌いだした。

　澄み切った綺麗な歌声、アンジェの声そのままの歌声だ。

「これ……私？」

「うん。アンジェの歌だよ。ミミックは真似をするっていう意味。モンスターのミミックがあるだろ？　あれは宝箱の真似をしたモンスターって意味だよ。このミミックバードは、聞いた人の歌を真似る鳥なんだ」

「そうだったんですね！」

　アンジェは目をキラキラさせた、私の説明を聞くのが好き、というさっきの自己宣告そのままの反応だ。

「うん、アンジェの歌声はやっぱりすごく綺麗だ。そう思うよね」

「さようでございます。これほどの方が許嫁とは、アレク様が羨うらやましい限りでございます」

「そんな……」

　アンジェは頰を染めてうつむいた、まんざらじゃないって顔だ。

「せっかくだからこの鳥をもらっていこう。アンジェ、今度はこの子とユニゾンで歌って聞かせてくれないかな」

「うん！　アレク様のために頑張ります」

「それじゃ――」

　私は懐ふところから一枚の紙を取り出した。

　我がカーライル家の紋章が入った羊よう皮ひ紙しだ。

　そこに日付と、ミミックバードを購入するという事実と、私のサイン――アレクサンダー・カーライルと署名する。

　貴族はこうして買い物をする、店の人はこれを持って、屋敷まで代金をもらいに行くわけだ。

　私はカーライル公こう爵しやく家けの長男で、男だん爵しやくでもあるから、もちろん口約束だけでも購入できる。だけど私はすべてにこうやって証文を残すようにしている。

　書いたそれの内容が間違ってないことを確認してから、店主に手渡す。

「……ううむ」

「どうかしたの？　なにか不備があった？」

「いえいえ、アレク様の達筆さに感動してしまいまして。失礼ですが六歳のお子様の字とは思えません。ご当主様の直じき筆ひつ公文書と言われてもおかしくありません。さすがアレクサンダー様だなと感服いたしました」

「ありがとう」

　ふと、真横から視線を感じた。

　アンジェが嬉しそうな、それでいて誇らしげな顔をしている。

　賢いとはいっても、やっぱりまだまだ六歳だ。

　さっき言った、場合によっては私を持ち上げるケースもあるということをすでに忘れている。

　まあ、それも可愛いのだけれど。

　私はミミックバードを受け取って、アンジェと一緒に店を出た。







　一方その頃、カーライル屋敷の当主執務室では――

「むむむむむ」

「どうしたのあなた」

「おおお前か。アレクは戻ってきたのか？」

「どうかなさいまして？」

「いやレイモンド伯に返事の手紙を書かなければならないのだ。レイモンド伯は大事なお相手だ、すでに私より遥はるかに字が上手うまいアレクに書いてもらおうと思ってな」

「そうでしたの」

「ああ、早くアレクに当主の座を譲りたい。アレクなら我がカーライル家を更に大きくしてくれるに違いない」

「いけませんわあなた。あと十、いえ二十年は我慢してください。無責任な父親としてアレクに失望されたいんですの？」

「うぐっ！　それはダメだ。むむむむむ……頑張るしかないか」

「ええ、がんばってくださいませ」

「よし、ならアレクが戻ってくるまで文面を考えておくか」

「そうなさいませ」










03◆善人、魔力量もＳＳＳランク







　屋敷の庭、私はアンジェと一緒に、魔法の家庭教師の教えを受けていた。

　お互い六歳になって、体がそこそこできてきたことで、魔法の修業を始めることになったのだ。

「はい、ではまず、男だん爵しやく様と婚約者様の得意属性の判別からいたしましょう、はい」

　中年にさしかかった魔法担当の家庭教師が、揉もみ手をしながら切り出した。

　アンジェは小首を傾かしげて、よくわからない、って顔で男と私を交互に見る。

「とくい、ぞくせい？」

「炎とか、氷とかの属性のことだよ」

「はい、魔法は各おの々おのの得意属性をわかった上で伸ばした方が効率的です、はい」

「それはどうやってするのですか？」

「はい、この池を使います、はい」

　家庭教師は半身になって、「じゃん！」という感じで、私たちに背後の池を見せた。

「池ですか」

「うん。本当はなんでもいいんだ。魔力を注げば物の性質は変わる。でも一番変わりやすい空気は目に見えなくて、石とか木とか、そういう物体は見えるけれど魔力が足りてないと変えにくい。だから変えやすくて、目にも見える水が一番なんだ」

　魔法を使う上での基本常識を、アンジェに教えてあげた。

「はい、そのとおりです、さすが男爵様です、はい」

　家庭教師は揉み手で私を誉ほめつつ、アンジェに言った。

「はい、では婚約者様、これを持って池の畔ほとりに立ってください、はい」

「これ……魔法のステッキ？」

　アンジェが受け取ったのは、ペン軸じくくらいの長さで、先端に星型のオブジェが付いてる魔法のステッキだ。

　魔法をすんなりと使えるかは、精神力が大きく影響してくる。

　子どもに教えるとき、こういう星型付きの魔法ステッキが一番気持ちが乗って、上手うまく魔法を使えるのは周知の事実だ。

　アンジェもほかの子どもと同じように、魔法ステッキを受け取って、わくわくする顔で池の畔ほとりに立った。

　家庭教師のアドバイスに従って、ステッキを通して、池に魔法を――というより純粋に魔力を放出する。
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　ポン、という擬音が聞こえてきそうな感じで、池の真ん中に水草が一本生えていた。

「あっ、草が生えました」

「はい、奥様はおそらく治ち癒ゆの魔法をもっとも得意とされます、はい」

「治癒だって、アレク様」

「いいね。もし僕が怪け我がとかしたらアンジェにお願いしようかな」

「うん！　私、魔法が上達するように頑張ります！」

　可愛らしく意気込むアンジェ。

　素直な性格の彼女のことだ、きっと、魔法もみるみる上達していくことだろう。

「はい、では次は男爵様です、はい」

「ステッキはいりません」

「はい、さすが男爵様でございます、はい」

　私はステッキを受け取らなかった。

　それの補助が必要なのは、魔法を使ったことのない子どもだけだ。

　私は生まれ変わる前の記憶を持っている。

　心と記憶の年齢は目の前にいる家庭教師よりもかなり上だ。

　この程度の初級魔法、ステッキの必要はない。

　……むしろ、ステッキの使い方の方が難しいかもしれない。

　ちゃんとした歩き方を覚えた大人が、赤ん坊みたいによちよち歩きしろと言われた方が難しいのと似たようなものだ。

　私は池の前に立って、目を閉じて深呼吸した。

　生まれ変わる前は炎が得意だった。

　初めて確認したときは水の温度が少し上がったはずだ。

　今回はどうかな。

　記憶は生まれ変わる前のを持ち越してるけど、肉体は完全に真新しいもの。

　例えばかなり目が良くなった。

　前はメガネがなければ本すらも読めないくらいなのに、生まれ変わった今は遠くの山で木こりをしている人の姿まで見える。

　魔力は、どうかな。

　私は目を開けて、慣れた感じで、魔力を池に向かって放出した。

「えっ？」

「…………」

　アンジェの驚く声、家庭教師が絶句した息づかい。

　両方が同時に聞こえてきた。

　はて、どうしたんだろう――って思ったけど。

「あっ、水がない……」

　さっきまで池だったそこは、ぽっかりと空いたただの窪くぼみになっていた。

　水が一滴もない、完全に干上がっている。

「これは……どういうことだろ」

「はい……いいえ、はい」

　家庭教師は少し慌あわてて。

「はい、もう一度テストしてもよろしいですか、はい」

「うん」

　頷うなずくと、家庭教師は慌てて走っていき、屋敷の使用人たちを連れてきた。

　大勢でやってきた使用人たちはバケツで水を汲くんできて、再び池を満たす。

「はい、では男爵様、もう一度お願いします、はい」

　家庭教師、アンジェ、そして水を汲んできた使用人たち。

　大勢が見守る中、私は再び、満杯になった池に魔力を注ぎ込む。

　またしても一瞬で池の水がなくなった。

「これはどういう属性ですか、先生」

　私の前世の記憶をもってしてもわからなかったから、家庭教師に聞いた。

「はい、おそらく男爵様の魔力が巨大過ぎて、はい」

「巨大過ぎる？」

「はい、水が変化に耐えきれずに消滅したと思われます、はい」

「わああ、さすがアレク様です！」

　アンジェは無邪気に喜び、周りの使用人も「おおお」と歓声を上げた。

　結局この池では小さすぎて。

　私の魔力が桁けた外はずれに大きいということだけがわかり、属性は判別できなかったのだった。










04◆善人、史上最強







　池の水では魔力測定が出来ないから、次は石を使うことにした。

　六歳児の私の頭と同じくらいの大きさの石が用意された。

　手を水平に伸ばして触れるちょうどいい高さの台の上に、その石が置かれた。

「えっと……父上？　母上？」

　ただの授業だったさっきまでと違って、父上と母上が石の向こう、劇場なら特等席にあたるところから、かぶりつきで私を見ていた。

「アレクの晴れ姿を見に来た」

「晴れ姿は言い過ぎです、単に魔力を測定するだけですから」

「でもアレクが初めて魔力を測定するのよ。我が子の成長を目に焼きつけておくために、最初の一歩をちゃんと見たいわ」

　何事においてもド直球な父上と、こういう時それっぽい理由をつけてくる母上。

　どちらにしても、二人は観覧する気満々みたいだ。

「さあ、見せてくれアレク」

「がんばれ、私のアレク」

　両親の熱烈な視線プラス声援を送られた。

　私は観念して、手を伸ばして、石に触れた。

　やることはさっきと一緒、石に魔力を注いで、その変化を見ること。

　一つ深呼吸して、魔力を注いだ、次の瞬間。

「むっ、消えたぞ」

「消えましたわね」

「さっきと同じですねアレク様」

　両親とアンジェがそれぞれ反応する。

　念のため周りを見回した、どこにも石はない。

「これはどういうことだ？」

　父上が家庭教師に訊きいた。

「はい、男爵様の魔力が強すぎて、石も水同様に消滅させたのだと思います、はい」

「おお、さすがアレクだ」

「しかし困りましたわ、これではアレクの魔力がどれほどのものなのかわかりませんわ」

「うむ。アレクがすごいのはわかってるのだから、どれくらいすごいのかを知りたいな」

　父上が真顔でそう言った。

「何かほかに方法はないのか？」

「はい、ないこともありません、はい」

「言ってみろ」

「はい、黄金を使えばいいのです、はい」

「「「黄金？」」」

　父上に母上、そしてアンジェの三人の声が重なった。

　なるほど、そうきたか。

「どういうことなのだ？」

「黄金は性質がもっとも安定している金属だからですよ。いつまで経たっても綺麗な輝きのままであり続けますよね。その上ほかの金属とちがって、柔軟性もありますから、魔力の大きい人の測定に使われるのです」

「はい、そうです、はい……」

「どうしたのだ？　アレクが間違ったことでも言ったか？」

　不審そうな顔をする魔法の家庭教師に、父上はほんのちょっと目を細めて訊いた。

「はい、男だん爵しやく様にはそのことを教えていないのに、何なに故ゆえ知っているのかと、はい……」

「なんだそんなことか。それはアレクだからだ」

　それは理由になってませんよ父上。

「それよりも黄金を用意すればいいのだな？　さっきの石と同じサイズでいいのだな」

「はい、それで大丈夫です、はい」

　父上はすぐに使用人に命じて、金きん塊かいを用意させた。

　カーライル公爵邸にはもちろん金銀財宝がたくさんある、金塊はものの数分で用意できた。

　それはさっきの石と同じように、台の上に置かれた。

「これでいいのだな？」

「はい、それはもう、はい」

　家庭教師ははっきりと頷うなずいた。

「はい、これで判定できなかったものは歴史上存在しません、はい」

「よし。アレク、やってみるのだ」

「わかりました」

　父上に母上、アンジェ、それに家庭教師と、黄金の調達でさっきよりも更に増えた使用人たち。

　多くのギャラリーが見守るなか、私は黄金に手をかけた。

　深呼吸一つ――魔力を放出。

「きゃっ！」

　誰のものともつかない、悲鳴が聞こえた。

　同時に私はとっさに手で目の前を覆おおった。

　光が溢あふれた、太陽のような輝きの、黄金色の光だ。

「な、なんだこれは」

「何が起きたの？」

「アレク様!?」

　ちょっと遅れて、いろんな声が聞こえた。

　しばらくして、光が収まった。

「大丈夫かアレク――うぉ！」

「どうしたんですか父上」

「黄金がないぞ」

「え？」

　目の前の台を見る、黄金が跡形もなくなっていた。

「これはどういうことだ？」

「はい、いえ、はい……」

　家庭教師が言葉を失う。

「あなた、答えはもう出ているではありませんか」

「うん？　どういうことだ？」

「アレクは黄金をも消してしまったのです。この世に存在する物質の中でもっとも魔力耐性が高い黄金を消してしまったのです。つまり――」

「――世界最強ということか！」

　ハッとする父上、穏やかに微笑む母上。

　いや、それは……それは……。

　どうなんだろう、とは言えなかった。

　転生前のことを覚えている私、ＳＳＳランクで、神様になれるという選択肢もあったことを知っている私。

　ＳＳＳランクの魔力は、神に匹敵するものかもしれない、と思ってしまって、「世界最強」という言葉をすぐに否定できなかった。

「すごいですアレク様、世界最強です」

　アンジェにまで、キラキラした目で言われて、こそばゆかった。

「あっ、そうだ」

　私はあることを思い出した。

　いきなりのことで頭から抜け落ちていたけれど、やらなきゃならないと思った。

　あれほどの量、使えば多くの人が助かる。

　消したままではいけない。

　目を閉じて、空気中にある黄金の存在を感じ取る。

　直前に消してしまった黄金の存在を。

　魔法を使う。きわめてシンプルな、通常なら魔力チェックと同時に覚えさせられる魔法。

　魔力テストで変質したものを、直前の状態に戻す魔法だ。

　すると。

「アレク様！　黄金が戻りました――あっ、もしかしてアレク様がこれを？」

　私が目を閉じていることでそれに気づいたアンジェ、やっぱり賢い女の子だった。

「なんだって！　おお！　本当に戻ってる、すごいぞ本当かアレク！」

「すごいですわね。私はうろ覚えですが、たしか魔力テストで変質したものを前の状態に戻すには、その時の倍の魔力がいるのではありませんか？」

「はい、そのとおりです……、はい」

　ますます言葉を失う家庭教師。

　父上も母上もアンジェも、そして使用人たちも私が黄金を戻したのに大興奮している。

　その後、父上の命令で、公爵家の総力をあげて文献や史料を調べたが。

　黄金を消滅させるほどの魔力を持ったものは歴史上存在しなかったことがわかって。

　世界最強じゃなくて史上最強、と。

　父上はますます喜んだのだった。










05◆善人、賢者の石を作ってしまう







　夜、自分の部屋。

　私は魔法のコントロールのトレーニングをしていた。

　窓まど際ぎわのテーブルの上に石ころを大量に置いた。

　一つ一つが、指先程度の大きさの石だ。

　それを一つ手にして、魔力を込める。

　変化させたい性質と、そのために必要な魔力量を覚えるトレーニングだ。

　何も考えなしに魔力を注ぎ込むだけなら一番得意な変化になるが、もちろんほかの性質への変化もさせられる。

　そのためのトレーニングをしている。

「むっ、また失敗ですか」

　手のひらに載のせた石ころは金属になった。

　光こう沢たくと質感からして、銅に変化したみたいだ。

　変えようとしているものを考えれば、失敗である。

　私はいま、自分の膨ぼう大だいな魔力を持て余している状態だ。

　喩たとえるのなら、手た綱づななしで暴れ馬に乗せられている状態。

　前代未み聞もん、史上最強クラスの魔力量を、上手うまくコントロールできるようになりたい。

　いや、ならなければいけない。

　膨大な魔力を持て余して万が一にも暴走したら大変なことになる。

　そのためのトレーニングだ。

　石を取って、魔力を込める。

　石は鉄になった、失敗だ。

　次の石を取って、また魔力を込める。

　微調整すると、今度は銀になった。また失敗だ。

　それを繰り返していく。

　やがて、目的の金を作り出した。

　庭から適当に拾ってきた石ころを、魔力の物質変換で黄金に変えた。

　まったく同じ大きさの黄金。

　それを置いて、新しい石ころを取る。

　同じようにすると、ちゃんと黄金になった。

　少し状況を変えて、今度は銀を取って魔力を込める。

　無事、これも黄金になった。

「そうだ、逆もできるようにならなきゃ」

　今度は石から作り出した黄金に魔力を込める。

　黄金は石に戻った。

　だいぶ感覚が摑つかめてきた、私はテーブルの上にある石ころを、全部黄金に変えた。

　テーブルの上に積み上げられた黄金は、家を数軒は買えるし、奴ど隷れいなら数百人は買えるほどの額になった。

　元手は石ころ――ただである。

「ただいまですアレク様――あれ？」

「お帰りアンジェ。今日はピンク色のパジャマだね。可愛いよ」

「ありがとうございます、アレク様」

　アンジェは嬉しそうに微笑んだ。

　湯上がりで微かすかに上気していて、寝るためのゆったりめのパジャマに着替えている。

　いつもならこの後ベッドに潜もぐり込んで、朝まですやすやなのだが。

　アンジェは当然のごとく、テーブルの上に積み上げられた黄金に気づいた。

「アレク様、何かお買い物ですか？」

「いや、魔法の練習をしてたんだ」

「魔法の練習？」

「うん、こんなふうに」

　私は黄金の一つを取って、手のひらの上に載せて、アンジェがよく見えるように差し出した。

　そして、魔力を込める。

　黄金を物質変換させる。

「まずは石」

「わっ、黄金が石になってしまいました」

「次に鉛なまり、銅、鉄、銀、また黄金」

　手のひらの上に載せた、もともと石ころだったものはめまぐるしく変化した。

　各金属で輝きが違うが、形はまったく変わってない。

　そのため、石ころがいろいろな色で点滅しているように見える、我ながら不思議な光景だと思った。

「わあ、すごいですアレク様」

「魔力が高いだけじゃダメだからね、ちゃんとコントロールできるようにならなきゃ」

「はい！　そうですよね！」

　私はにこりと微笑んで、テーブルの上にある、練習に使ったものを、全部黄金から元の石ころに戻した。

　だいぶ慣れてきたから、みるみるうちに全部石ころに戻っていく。

「どうして石にしちゃうんですかアレク様」

「石から黄金を作り出すのはあまり良くないことだからね」

　普通の魔力じゃできない。

　卑ひ金きん属ぞくから黄金を作り出すのは、歴史上様々な魔法使いが夢見たものだ。

　ＳＳＳランクの魔法力でそれを成功させたが。

「だからこれは僕とアンジェだけの秘密。僕がこれをできることはみんなには内緒でね」

　そう言って、ウインクをすると、アンジェは両手で可愛らしく拳こぶしを握って。

「はい！　私、絶対に誰にも言いません」

「ありがとうアンジェ」

「あっ、アレク様、そこにもう一つ黄金が残ってます」

「どれどれ……本当だ」

　石ころの塊かたまりの中に、戻し忘れた黄金が一つ残っていた。

　黄金が石ころの形をしてることはほとんどない。

　大抵は金貨か金きん塊かい、あるいはなにかのアクセサリーの形に加工されている。

　こういう形のものは、存在させたら勘のいい人間には気づかれてしまう。

「ありがとうアンジェ、本当に助かった」

「えへへ……」

　嬉しそうにはにかむアンジェ。

　私はその黄金を石ころに戻すために、魔力を込めた。

　ふと、頭の中で何かがひらめいた。

　一瞬のひらめき、私自身にも、どんな結果になるのかがよくわからない思いつき。

　ただ、すごい、という言葉だけはっきりと頭の中に残った。

「……」

　私は石ころを再び握り締めた。

　慣れてからは手のひらの上で変換していたが、初心に戻って、両手で包み込んで、祈る仕草で魔力を込める。

　魔力を込める、込めて変化させる。

　昼間の何もわからなかった時と違って、膨大な魔力をつぎ込むが、しかし元の物質を消滅させないように気をつける。

　暴れ馬に、とても複雑な手綱捌さばき。

「行け」と「止まれ」を同時にするようなもの。

　細心の注意を払い、石ころを消滅させないように魔力を込め続ける。

　石は、まるでスポンジのように私の魔力を吸い込み続けた。

　手のひらが熱くなった、まるで小さな太陽を握っているかのようだ。

　やがて、脱力感とめまいが私を襲う。

　前世でよくあった感覚、魔力を使い果たした時の虚脱感だ。

　史上最強クラスの、ＳＳＳランクの魔力。

　それをすべて石につぎ込んで変質させた。

　手のひらを開ける、そこにあるのはまったく見たことのない、不思議な色と圧倒的な存在感を持った石だ。

「アレク様、それは……？」

「多分、だけど」

　自分でも半信半疑、でもそうかもしれない。

　ううん、そうに違いない。

　ひらめいた瞬間と同じ感覚で、私はこの石の名前を思い出した。

　おそらくこれは、伝説の――

「賢者の石、だと思う」

　私は、ものすごいものを作ってしまったのかもしれない。










06◆善人、賢者の石で職業訓練







「賢者の石って、なんですか？」

　小首を傾かしげて、訊きいてくるアンジェ。

「そうだね、説明が難しいけど……一言でいえば、全魔法使いの夢、ってところかな」

「夢ですか？」

「うん、魔法で物質を変化してほかのものに作り替えることができる、そうなると価値のないものから価値のあるものを作り出したいと人間は思うようになるんだ」

「えっと……」

　アンジェはよくわからないって感じで更に首を傾かしげて、困った顔をした。

「そうだね。アンジェは甘いものが好きだったね」

「はい」

「はい、これ」

　私は石ころを一つ取って、魔法でそれをあめ玉に変えた。

　黄金に変えるよりも遥はるかに簡単に、石ころがあめ玉に変わった。

「食べてみて」

　こくこくこく。

　アンジェは眼をきらきらさせて、何度も何度も首を縦たてに振った。

　準じゆん男だん爵しやくの娘、公こう爵しやく家け嫡ちやく男なんの許嫁いいなずけ。

　アンジェは嬉しがっても、物を口に入れたまま喋しやべらないという、育ちの良さをさりげなく見せていた。

　私は説明を続けた。

「石ころからあめ玉ができると嬉しいでしょ。賢者の石というのは、魔法使いなら誰もがすごく嬉しいものなんだ。でもすごく作るのが難しくて、今まで誰も成功したことがないみたいなんだ」

「――ゴクン。それを作ったのですか、アレク様！」

　驚いたアンジェ、あめ玉をゴックンと呑み込んで、聞いてきた。

「みたいだね……それに、どうやら本物らしいんだ」

「アレク様すごい……でもアレク様」

「うん」

「具体的に……賢者の石は何ができるんですか？」

「そうだね……例えば」

　私は賢者の石に問いかけた。

　言葉は返ってこないが、意志のようなものを感じる。

　その意志に従って、賢者の石を使った。

　部屋にあった紙とペンを取って、頭の中に浮かんだ「図」を書き出していく。

　枝のような図に、人名がたくさん。

　黙って私がすることを見ていたアンジェは、最後に自分の名前が書かれたことに驚いた。

「アレク様、これは？」

「アンジェの家の家系図だね」

「家系図ですか？　あっ、私の上にお父様とお母様の名前が」

「うん。五代先まで遡さかのぼれたね」

「お父様の上にあるのはもしかしておじい様とおばあ様のお名前ですか？　でもお父様は孤児として育って、親のこと知らないって、もはや永遠の謎だって……」

「うん、孤児であることをバネにして一代で準男爵まで成り上がったすごい人だよね。これが賢者の石の力。この世に存在するありとあらゆる『知識』を、問いかければ答えてくれるものなんだ」

「す、すごいです！　それはすごいことです！」

「うん、すごいね。でも、難しい」

「難しいですか？」

　私は頷うなずいた。

　アンジェに説明している間も賢者の石に心の中で問いかけ――つまり使ってみたのだけど、意外とじゃじゃ馬なことがわかった。

「確かにありとあらゆる知識を賢者の石は持ってるみたいだけど、それを自分で見つけなきゃならないんだ。アンジェは王立図書館を知っているかい」

「はい！　先帝陛下が作った、この世のありとあらゆる本がある図書館ですよね」

「うん。帝国で『本』を作ったら、必ず一冊は王立図書館に納入しなきゃいけないんだ」

　ふと六年前、私が生まれ変わった時のことを思い出した。

　天使に「悪逆無道の限りを尽くした」とジャッジされた前の皇帝がＤランクの貧民に生まれ変わることが決定した瞬間。

　皇帝はよくあるタイプの暴君だった、「悪逆無道」の一言で人生の九割が説明できるような皇帝だった。

　その皇帝に唯ゆい一いつ、王立図書館設立の功績がある。

　世界中の知識を保全した功績、それで差し引きＤランクの平民になった。

　それがなかったらミジンコとかに生まれ変わっていたのかもしれないな。

　それはともかく、私は更にアンジェに説明する。

「王立図書館の中から、目当ての一冊の本を探すようなものだよ、賢者の石から知識を引き出すのは」

「それは難しいです！　お屋敷の図書室でも難しいです」

　アンジェは真ま面じ目めで、結構勉強家だ。

　この屋敷の図書室をよく利用してるので、私の喩たとえがすぐに理解できたみたいだ。

　そう、それくらい難しいことだ。賢者の石を使うのは。

　でも。

　私は別の紙を取った。

　賢者の石から更に引き出せた情報を、紙の上に書き留とめる。

「これはなんですか、アレク様？」

「歴史上存在した治ち癒ゆ魔法の名前すべてと、その効果だ」

「治癒魔法！」

　アンジェは瞳を輝かせた。

　魔力判定で治癒魔法が得意だってわかってから、彼女はそれに興味を持ち始めた。

　私が渡した紙を、まるで初めて目にした絵本のように、食い入るように見つめている。

「……アレク様」

「なんだい」

「人を、生き返らせる魔法はないのですか？　ここに書かれている魔法はいっぱいあって、今はもう誰も使えなくなったっていう魔法もありますけど、人を生き返らせる魔法はありません」

「つまり復活魔法は存在しなかったってことだ」

「そうなんですね」

　納得したアンジェ、再び私が渡したメモをじっと見つめる。

　これも、こっそり賢者の石のテストだ。

　復活魔法は賢者の石と同じくらい、魔法使いの――いや人間にとっての夢だ。

　不老不死と同じくらい、人間の夢の一つだ。

「歴史上存在したあらゆる治癒魔法」を列挙したことによって、その復活魔法は存在しないことが判明した。

　賢者の石、できることと、使い方がわかってきた。

　問いかけるキーワードをちゃんと選べば、上手うまく使いこなして、いつでもどこでも、世界のすべての情報を引き出せる。

　そういうもののようだ。




　　　　　☆




　翌日、私はアンジェと街に出た。

　いつものように街を回って、アンジェに似合う洋服を、羊よう皮ひ紙しにサインした証文を渡して、購入した。

「大丈夫かい、アンジェ。重いのなら僕が持とうか？」

「大丈夫です！　重くありません！　アレク様からのプレゼント、自分で持ちたいです！」

「そうか」

　屋敷まで届けてもらうことももちろんできたが、店で試着した後アンジェが嬉しそうに抱きかかえて放さなかったので、自分たちで持ち帰ることになった。

　さて、次はどこへ――

　ドン！

　横から誰かにぶつかられて、ちょっとよろめいた。

「おっと、すまねえな」

　ぶつかったのは一五、六歳くらいの少年だった。

　彼は私に謝った後、そのまま立ち去った。

「大丈夫ですかアレク様！」

「大丈夫だよアンジェ。……あら」

「どうしたんですか？　やっぱりどこかぶつけてしまいましたか？」

「ううん、そういうのじゃないけど……」

　私は立ち去っていく少年を探した。

　ちょうど曲がり角に姿を消していったのを目で捉とらえた。

「行くよ、アンジェ」

「え？　あっはい！」

　何事かと戸と惑まどうアンジェを連れて、さっきの少年を追いかけた。

　いくつかの角を曲がった、昼間でも少し薄暗い路地裏に少年がいた。

「これさえあれば……」

「キミにそれを使うことはできないよ」

「なっ！」

　少年はびっくりして、私たちの方に振り向いた。

「あっ、あれはアレク様の証文」

　驚くアンジェ。

　そう、少年が持っているのは私が買い物をする時に、証文として商人に渡す羊皮紙だ。

　さっきぶつかった時に持っていかれた、つまりスリだ。

「な、なんのことかわからねえな！」

「僕がそれを使って買い物をしてるのを見たのかもしれないけど、それは僕本人が渡して、僕がサインを入れないとただの紙なんだ」

「なっ――」

　少年は絶句した。

「そんなの聞いてねえぞ！」

　言ってなかったからね。

「だから返して」

「ふん！　こんなゴミいらねえよ！」

　少年は羊皮紙を地面に叩きつけた。

「苦労も知らないクソガキが」

　そんな言葉を吐き捨てて、きびすを返して立ち去ろうとする。

「待って、キミはこの街の人間じゃないよね」

「わかるのですかアレク様!?」

「ええ、言葉のなまりが。南方の人だよね」

　これは前世から持ち込んだ知識だ。

　長く生きていると、同じ言葉を喋しやべっていても、地方ごとになまりがあるのがわかる。

　それは当たり前のことなんだけど。

「アレク様すごい……」

　アンジェはそのことに感動してしまった。

「知らねえよ！」

「向こうの戦争で流れてきた人だね。それはいいんだけど、スリはやめた方がいいよ。悪行は巡る、そんなことをしていたら、来世もつらい人生になるだけだよ」

「――っ！　ガキが知ったようなことを！」

　少年は逆上して、拳を握って私に殴なぐりかかってきた。

「バインド」

　魔法を使って、少年の動きを拘束した。

　前世にもよく使っていた魔法。しかし効果は格段と上がっていた。

　少年の両手両足にそれぞれ光の輪っかがくくりつけられて、それで動けなくなった。

「てめえ何しやがる」

「僕を殴ってしまうと罪だから」

「知ってるよ！　てめえみたいな金持ち相手だと罪が更に重くなるんだろ？」

　それはどうでもいいことだ、公こう爵しやくの息子で、本人も男だん爵しやくである私が一言許すといえば、傷害罪くらいなかったことにできる。

　だけど、それは人間の世界の法律の話だ。

　悪いことをすれば、死んだときあの世の審査が厳しくなる。

　それは、どうしようもない。

「なんだその目は、哀あわれんでるのか！　てめえのようなボンボンなんかに俺らの苦労がわかるか！　流れてきた土地で、なにもできないから仕事もねえ俺らの苦労が！」

「なにもできない、か」

　私は少し考えて、ある程度の腹案を作った。

「行こう、アンジェ」

「はいアレク様――ってあの人ついてきてます。大丈夫ですか？」

「好きでついてってんじゃねえ！　てめえ、俺をどこに連れていく気だ！」

　バインド、拘束魔法の輪をコントロールする。

　少年の四し肢しをこっちで動かして、無理矢理ついてきてもらった。

　表通りに出て、近くにある、何回か行ったことのある店に入った。

「いらっしゃいませ――おお、これはアレク様にアンジェ様」

「席、あるかな」

「もちろんですとも！　景色はご覧になりますか」

「大丈夫、奥の席でいいよ」

「わかりました。ご案内します」

　私の顔を知っている店員の案内についていく。

　ここは喫茶店、ちゃんとした茶葉で、目の前で淹いれてくれる店だ。

　店員についていって、奥の個室に入った。

　アンジェと少年も、僕の後について部屋に入った。

　僕とアンジェは椅子に座り、少年はひとまず立たせた。

「ご注文はお決まりですか？」

「紅茶を、それとちゃんとした茶器をワンセット。お湯は多めに」

「かしこまりました」

　店員は一礼して、個室から出ていった。

　しばらくして、紅茶の茶葉と、茶器を一通り、そして熱湯の入ったケトルが次々と運び込まれる。

「知らない道具もあるね」

「どうするんですかアレク様」

「うん」

　私は頷き、肌身離さず持っているようにした賢者の石に問いかけ、知識を引き出した。

　それを一通り頭の中でシミュレートしてから、少年の方を向く。

「紅茶を淹れてみて」

「はあ？　なにを言って――って、人の体を勝手に動かすんじゃねえ！」

　少年はわめくが、無視して彼の体を操作する。

「まずはポットに湯を入れて温める、その湯を一回捨ててから、茶葉を入れる」

　賢者の石で引き出した情報を少年に説明しながら、彼の体を使って紅茶を淹れた。

「てめえ、こんなことで俺を辱はずかしめてるつもりか」

　少年はわめくが、それも無視。

　一通りの手順を終えてから。

「覚えた？」

「は？」

「今のが上流階級に仕つかえるものだけが知っている茶を淹れるときの作法だよ」

「さ、ほう？」

「伝つ手てがなければなかなか教えてもらえないものでね、これをちゃんとできるだけで、どこかのお金持ちの屋敷に就職できるはずだよ」

「……」

　啞あ然ぜんとする少年。

「覚えきれなかった？　じゃあもう一回いくよ」

「ま、待ってくれ。お前なんのつもりでこんなことを」

「はいお湯を入れる、温めて、この場合の目安はポットの蒸気のつき具合だけど、それはあくまで目安で飲む人の味の好み次第だから、仕事しながら覚えるといいよ」

　無視して、更に紅茶の淹れ方を教える。

　戸惑う少年だが、次第におとなしくなって、ちゃんと淹れ方を覚えることに集中していた。

　最後はバインドも外して、彼自身にやらせてみた。

　物覚えはいい方みたいで、ちゃんと教えたとおりできた。

　どうしても覚えられないのなら屋敷で雇ってあげることも可能だけど、そこまでの上あげ膳ぜん据すえ膳ぜんはあまり本人のためにならないと思った。

　だから少年の覚えがいいことに私は少しホッとした。

「あ、ありがとう……」

　最初の突っかかってくる態度はなりを潜ひそめ、私の意図を理解した少年はぶっきらぼうな感じで、目を少しそらしながらもお礼を言った。

　これで、彼の人生もうまくいってくれるといいな。










07◆善人、魂を救済







　初めて賢者の石を手にしてから早くも一年が経たった。

　あらゆる知識を引き出せる賢者の石を手に入れたため、私は七歳にして大半の家庭教師を必要としなくなった。いわば卒業だ。

　この日も、賢者の石で引き出した知識をもとに、朝から屋敷の庭でアンジェと一緒に魔法のトレーニングをしていた。

　私の目の前に、七つの玉が宙に浮かんでいる。

　色はそれぞれ違う。赤、オレンジ、黄、緑、青……と、虹と同じような色合いだ。

　それらは膨大な魔力を内に持っている魔力球だ。

　宙に浮かんでるそれらに手を触れて、魔力を込めて、手首のスナップをきかせて回す。

　魔力球は宙に浮かんだまま高速で回転する。

　回転が落ちてくると、魔力球は完全な円形を保てなくなり、歪いびつな形になっていく。

　それを更に魔力を加えて回すことで、球状に保つ。

　これは「セラミクス法」という名前の、魔力トレーニング法だ。

　その者がもっとも得意とする属性の魔力を空中に放り出して、回して丸く整える。

　魔力の放出と制御を同時に鍛えられる方法。

　私の隣でも、アンジェが白色の魔力球を回している。

　回転は私ほどではなく、まだまだ形が安定しないが、七歳の子どもにしてはかなり上手うまくいっている。

　私は七つ、同時にコントロールしている。

　炎、氷、風、土、光、闇、無。

　七つの属性それぞれの魔力球をまん丸に保つ。

「隙すきありぃぃぃ！！！」

　突然、裂れつ帛ぱくの気合いとともに、何かが襲いかかってきた。

　風斬り音も聞こえる、どうやら両手持ちの剣、ツヴァイハンダーの類たぐいでの攻撃だ。

　手を伸ばして、回っている赤い魔力球に更に回転をかけて、それを誘導する。

　赤い魔力球、炎属性の玉を斬撃の軌道上に置いた。

　ジュワッ、という音が聞こえて、両手持ちの大剣はバターのように魔力球に溶かされてしまった。

　攻撃はそれっきり、私は少し呆あきれた目で。

「いきなり何をするのですか、父上」

「ふははははは、さすが私のアレクだ」

　刀身が元の三分の一となった大剣を投げ捨て、腰に手を当てて高笑いする父上。

　勝ち誇るような笑い方、このシチュエーションでそれをするにはあまりにもちぐはぐ――なのだけれど。

「おはようございます、お義父とう様」

　一緒にいるアンジェがまったく動じてないことからもわかるように、我が家ではかなり日常的な光景。

「うむ、おはよう。アンジェも頑張っているな」

　父上はアンジェが回している白色の魔力球を見て、満足げに頷うなずいた。

「私が七歳の時よりも遥はるかに上手く回している」

「アレク様が教えてくれるおかげです」

「そうか、うむ、さすがアレク。天才とは得てして教えるのが不得意だと言うが、アレクにはまったく当てはまらないようだな」

「それよりも、いきなり襲いかかるのはやめてください父上。使用人たちも見ていますし、父上の客もいらっしゃるかもしれません。こういうところを見られるのは父上の沽こ券けんに関かかわります」

「そうか！」

　父上は目を剝むいて、ハッとなった。

　よかった、わかってくれたみたい――。

「皇帝陛下を招いてこれをやれば、アレクの天才さを自然にアピールできるということか！　その手があったとは！」

「いえ父上、やめてくださいという話です」

　ちょっとため息が出そうになった。

　父上は放っておけば本当にそれを実行しかねない。

　領民にはよき領主なのだけど、「アレクアピール」ということに関しては別人のようになる。

「よし、ちょうど皇帝陛下が避暑で行ぎよう幸こうなさる時期だ。是非我がカーライル領に来ていただくようにお願いせねば！」

　父上はそう言って、不意打ちしてきた時以上の勢いで屋敷に駆け込んだ。

　……。

　えっと。

　皇帝陛下、本当に来るかもしれないぞ、これは。




　　　　　☆




　モレクの街。

　アンジェと一緒に、いつものように出かけていた。

　好奇心旺おう盛せいなアンジェのいろんな表情を見るのが楽しくて、私はほとんど毎日のように、アンジェと一緒に出歩いている。

「あっ……」

「どうしたのアンジェ」

「これ……アレク様」

　アンジェは怯おびえた表情で、建物の外壁に貼り付けられている手配書を指さした。

「連続殺人犯……生死不問。なるほど」

「一〇人も殺してるって。怖いですアレク様」

「そうだね」

　私は手配書を見た。

　人相書きも載のっている、かなり凶悪そうだ。

「これは……見過ごせないな」

「アレク様？　見過ごせないって、どういうことですか？」

「言葉通りの意味だよ。早くなんとかしないといけない。じゃないと、すごく悲しいことになってしまう」

　手配書が回っている、一〇人も殺したほどの凶悪犯。

　このままでも捕まるのは時間の問題だけど。

　その前に一ひと肌はだ脱いだ方がいいと、私は強く思った。




　　　　　☆




　夜、私は一人でモレクの街に出ていた。

　目的はもちろん自分をおとりにして、連続殺人犯をおびき出すこと。

　街の治安隊に話を聞いてみたら、どうやら通り魔的に、女や子供を手にかけているということのようだ。

　それなら私が最適だ、ということでこうして夜の街を供もつけずに歩いている。

「――っ！」

　注意深くしていたけれど、何気なくすれ違った一人の男が、私の背後に回った途端、首に手を回して、私を暗がりに引きずり込もうとした。

　首筋には尖とがった、冷たい感触を覚える。間違いなく刃物だ。

　他人に巻き添えやとばっちりを食わさないために、私は無抵抗のまま、男に路地裏へと引きずり込まれるに任せた。

「ふ、ふふ、ふははは」

　男が立ち止まって、笑いだした。

　ちらっと肩越しに見た、手配書の人相書きと同じ顔だ。

「ねえ、どうしてこんなことをするの？」

「肉だ……肉だ、肉だ肉だ肉だ肉肉肉――」

　男は血走った目で、ナイフを更に私の首に押し当てた。

　話が通じそうにない。

　ならば、彼のためにできることは一つ。

「肉肉にく――え？」

　男は目を剝いて、愕がく然ぜんとした。

　私はするり、と首に回されている男の腕から抜け出し、数歩の距離を取って、相手に向き直った。

　男は信じられないって顔で自分が持っていた刃物を凝ぎよう視しする。

　柄つかだけになったしまった刃物、刃の部分はほとんどバターのように溶かされて、地面にどろりと落ちていた。

「もう、終わりにした方がいい。これ以上だと人間に戻るまでの回数が増えてしまう」

「――うおおおおお!!」

　男はわずかに残った刃の部分を振りかぶって、私に斬りかかってきた。

　手を無造作に振り払う。

　赤色の魔力球――直前に作り出して、男の凶器を溶かした魔力球が、私の手を振った軌道で飛んでいく。

　途中で爆発的に大きくなって、男の全身を呑み込んで、一瞬で溶かしてしまった。

　跡あと形かたもなく溶かされた男、骨の一本も残ってない。

　多分自分が何をされたのか、痛みも感じる暇ひまもなく絶命したはずだ。

　私は、地面に残された、男の刃物だった金属の塊かたまりを見て。

　生まれ変わる前に並んでいた時に見た、悪人たちの悪行と生まれ変わりのことを思い出して。

「一〇人殺しなら、一回動物になるだけですむはず」

　男が、次の次はちゃんとした人間に生まれてくることを祈った。
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08◆善人、皇帝と運命の出会い







「やめなさい！」

「ん？」

　この日もいつものように、アンジェと街に出ていると、ただごとではなさそうな声が耳に飛び込んできた。

　声の方に目を向けた。

　モレクの住民が行き交う大通りで、女の子が男に絡からまれている。

　女の子は一六歳くらいだろう。気が強そうだけど、目鼻立ちが整っている文句のつけようのない美少女だ。

　一方の男は二〇歳はたち前後ってところか。こっちも顔そのものは整ってるけれど、軽薄さが先行して残念な感じがする。

　男はありきたりな文句で口説いていて、少女はそれを嫌がっている。

　見た感じ、タチの悪いナンパだ。

　周りの通行人は遠巻きに見ているか、我関せずで見て見ぬ振りのどっちかだ。

「アレク様、助けなきゃ」

「うん、助けよう。アンジェは僕のそばから離れないで。それと治ち癒ゆ魔法はいつでも使えるようにしておいて」

「うん！」

　意気込む可愛いアンジェ。そんな彼女を引き連れて、二人に向かっていく。

「その辺にしといたら？」

「邪魔すんな――ってガキじゃん。子供が正義の味方の真似をするのは十年早いぞ――」

「スリープ」

　押し問答をする時間ももったいない。催眠魔法でとっとと沈めた。

　男は一瞬で崩れ落ち、大通りのど真ん中で鼻はな提ぢよう灯ちんを作って寝息を立てはじめた。

　この男の処置は後回し、絡まれた子は大丈夫かな。

　そう思って少女の方を向くと、彼女はものすごく真剣な顔で私をじっと見つめていた。

「どうしたの？　僕の顔に何かついてる」

「ううん、なんでもない。助かったわ」

「災難だったね。どこか怪我はしてない？」

「ええ、大丈夫。手首を摑つかまれただけだから」

「あっ、手首に傷が」

「さっき彼が倒れた時に爪がひっかいていったのね。たいしたことないわ」

「アンジェ」

「はい！　むむむむむ……ヒール！」

　アンジェは前に出て、少女に手をかざした。

　私との訓練の成果だ。アンジェはとても慣れた手つきで、治癒の魔法を相手にかけた。

　白い肌につけられた赤いひっかき傷はみるみるうちに治っていく。

　その間私は男の処置をすることにした。

　鼻提灯で寝ている彼に手をかざして、魔法を詠えい唱しよう。

「クライムカフス」

　賢者の石から知識を引き出して、覚えた魔法。

　呪文が光の紋様になって、男の右手首に輪っかを作った。

　パッと見、ブレスレットにも見える。

　そして懐ふところから羊よう皮ひ紙しとペンを取り出して、公文書のつもりで書き記す。

　右手のブレスレットは魔法で作られたもので、悪さを働こうとすればきつく締められる。

　一年すれば解いてやるから屋敷に来い――と。

　魔法手錠、クライムカフスの効果を記入して、男だん爵しやくとしての私の署名をして、男の懐ふところに忍ばせてやった。

　こっちが終わったのとほぼ同時に、アンジェの治癒魔法も終わった。

「お疲れ様、アンジェ」

「えへへ……」

　アンジェは嬉しそうにはにかんだ。




　　　　　☆




「私の名前はエリザ。さっきは助かったわ」

「どういたしまして。僕はアレク、こっちはアンジェ。よろしく」

　少女が絡まれていた現場を離れて、近くの喫茶店に入った私たち。

　一通り名乗った後、エリザが聞いてきた。

「それにしても、まだ子供なのに難しい魔法を使えるのね」

「わかるの？　あれのこと」

「初めて見たけど、高度な魔法なのはわかるわ。だってあれ、長期間効果を発揮させる魔法なんでしょ」

「めざといんだね」

　エリザの言うとおりだ。

　攻撃魔法や治癒魔法は、言ってみればたいして難しいものじゃない。

　また、ものの性質を根本的に変える魔法も、難易度としては最上級じゃない。

　魔法をかけて、「その効果」を長期間維持し続ける方が難しいんだ。

「どれくらい効果が持続するの、あれ」

「永続だよ」

「永続!?」

　驚きよう愕がくするエリザ。

　持続するとまではわかったが、永続とは思ってなかったって反応だ。

「うん、相手が死ぬか、僕が解除するかのどっちかじゃないと消えない。悪いことをするのを防ぐ魔法だからね、できるだけ長持ちしないと意味がないんだ」

「永続魔法……噂うわさどおりの魔力ということか」

「え？　今なんて言った？」

「何でもないわ」

　エリザはうつむき加減で何かぶつぶつ呟つぶやいたけど、それを訊きくと何やらごまかされた。

「あなた、さらっと彼の裁判をしたよね」

「うん。僕、このあたりの領主をやってる、カーライル家の息子なんだ。最近は父上のお手伝いでそういうこともしてる」

「悪人を日頃から裁いてるってこと？　あの魔法で」

「そうだね」

　意図は違うけど。

「そう、面倒なことをするのね。あんなの、牢屋にぶち込めばいいのに」

「それはあまりよくないんだ」

「なんでよ」

「死後の審判のことを知ってる？」

「もちろん。死んだ後、人生の善行と悪行を統計して、それで生まれ変わりのランクを決める説のことよね」

　説、じゃないんだよな。

　私は実際にそれを経験した。ちょっとした手違いで記憶を消去しないままアレクサンダー・カーライルとして生まれ変わったから、それが「説」とかじゃなくて、実際にあることだと知っている。

「罪を犯した人間を牢屋に閉じ込めるのは簡単だけど、それじゃ彼らが善行を積んで、最後の審判で帳ちよう尻じりを合わせる機会を奪うのと同じことだから」

「だから野に放って、改心させるってこと」

「うん、そのための魔法。あれは悪いことをしようとしたら反応して止める魔法だから。それでも悪いことを続けたら、最悪手首がちぎれるようになってる」

「でもそんなの関係なく、悪いことしかしない人間もいるんじゃない？　手首がちぎれようがなんだろうが」

「そういう人は……残念だけど殺してあげるのがベストなんだ」

「殺してあげる？」

「悪行を重ねすぎる前に」

　四六一人を殺して、ミジンコに生まれ変わった山賊のことを思い出した。

　あの男がもし、一人目を殺した時点で逆に殺されていたら、次の人生では貧しかったりするけど、人間のままだと思う。

　早めに生まれ変わったら、記憶とか人格をリセットしてやり直せるはずなんだ。

　だから、どうしようもない悪人は早めに殺して止めてあげるのがいいんだと思う。

　裁くんじゃない、助けるって感覚が強い。

「ふーん」

「なにかな」

「あなた、子供らしくないわね」

「そうかもね」

　私は苦笑いした。

　ついつい語ってしまった。

　普段はある程度年相応の子供として振る舞おうとしてるけど、なぜかこの少女が相手だと真ま面じ目めに話してしまう。

「それに、かなりの善人だわ」

「それはどうかな？」

「ほめてないわ、だって自分が損をする考え方だもの。善人は普通損をするものよ」

「そっか」

　確かにそうかもしれない。

　でも、それでいいのかもしれないと私は思う。

　エリザはふっ、と笑った。

「でも私は好きよ」

「そうなの？」

「年齢がもう少し近かったら恋人にしてあげてたわ」

「ありがとう」

　たとえお世辞だったとしても、ちょっと嬉しかった。




　　　　　☆




　エリザと別れた後の帰り道。

　一緒に並んで歩くアンジェが、どこかぼうっとしていた。

「どうしたのアンジェ」

「エリザさん。すごく綺麗な人だったな、って」

「そう思う？」

「うん。アレク様と話している時の目がすごく綺麗でした」

「そうなんだ」

　言わんとすることがわからなくもない。

　エリザは私のことを子供らしくないと言ったが、私も彼女に対して同じことを考えていた。

　見た目は一六歳くらいの少女だが、彼女の精神年齢はもう少し上だ。

「私もああなれるかな」

「あれはね、なんらかの事情で、子供の頃から重荷を背負わされている、そういう人の目なんだ」

「そうなの？　えっと、苦労してる人？」

「そうだね、望まない苦労を背負い込んでるけど、腐ってない人。貴重だよ」

「そうなんだ……」

「アレは綺麗だけど、アンジェもこのままなら違うタイプの綺麗な目になるはずだから、無理してあっちを目指さないでね」

「うん、わかった。アレク様の言うとおりにします」

「いい子だ」

　アンジェの頭を撫なでてやった。

　アンジェはえへへ、と笑った後、何かをねだる目で私を見た。

「どうしたの？」

「アレク様、何かあの人のお手伝い……できないかな」

　なるほど、「苦労を背負い込んでる」ってところに反応したか、アンジェ。

「そうだね、その時が来たらお手伝いしよう」

「――っ、はい！」

「アンジェはいい子だね。来世もきっといい人生になるよ」

「本当ですか！　それなら私、来世もアレク様と一緒がいいです！」

　てらいのないアンジェの好意、ちょっとこそばゆい。

「手を繫ごうか」

「はい！」

　アンジェと一緒に、手を繫いで屋敷に戻った。

　いつもの散歩、穏やかな時間。

　心が洗われるかのようだ。

　が、屋敷の敷地に足を踏み入れた途端、それがすべてふっとんだ。

「隙すきありぃぃぃぃ！」

　物陰からかけ声とともに、父上がものすごい勢いで襲ってきた。

　自分の体よりも巨大な、戦場で馬を斬るために作られた大剣を振りかぶって、私に斬りかかってきたのだ。

　とっさに炎の魔力球を生成した。

　魔力を放出して、空中でものすごい勢いで回す。

　高速回転で、一瞬でまん丸になった魔力球で父上の大剣を迎え撃った。

　先日と同じように、魔力球が大剣をバターのように溶かした。

「うむ!!　さすが私のアレク。オリハルコン製の特注品をいとも簡単に溶かしてしまったな」

「オリハルコンって、わざわざそんな超希少金属で剣を作らせてまで何をしてるんですか父上は」

「ふふふ」

　父上はニヤリ、と得意げに口角を歪ゆがめた。

　ゾクッとした。いやな予感がした。

『皇帝陛下を招いてこれをやれば、アレクの天才さを自然にアピールできるということか！』

　先日の父上の言葉をはっきりと思い出してしまった。

　あの時と同じような、しかもオリハルコンという希少金属を使ったワンランク上の襲撃。

　これってまさか――。

「父上、もしやとは思いますが、本当にやってしまった、なんてことはありませんよね」

「そんなことはするものか！　私のアレクに『やってしまった』ことなどあるはずもない」

「本当ですか？」

　疑わしげな目を父上に向ける――までもなく自供された。

「うむ。あるとしたら『やってやった』の方だ」

「……」

　もっとたちが悪いときた。確信犯の方か！

　これは……いる。

　間違いなくいる。

　そして見られている。

　父上が「私のアレク」をアピールするところを見られている。

　もっと、強く止めておけばよかった。まさか本当に皇帝陛下を引っ張り出すとは。

　有言実行は、時と場合によっては美徳にならないのですよ父上。

「できた息子だな、カーライル卿きよう」

「恐縮でございます」

「そして卿には過ぎた息子だ。帝家に生まれていればな、余の代わりに名君となれただろう」

「まったくもっておっしゃるとおりでございます！」

　父上の向こうから威厳のある声が聞こえてきた。

　皮肉の言葉にも、私が持ち上げられているという一点で父上は大いに喜んだ。

　仕方ない、ちゃんと挨あい拶さつを――と思ったのだが。

「え？　エリザお姉さん？」

「へ？」

　アンジェの言葉に驚いて、父上の向こうにいる人物を改めて見る。

　それはさっき街中で助けた、エリザその人だった。










09◆善人、皇帝に気に入られる







「エリザベート・シー・フォーサイズ。と、余があえて名乗るのは蛇だ足そくであるな」

　……。

「アレクサンダー・カーライル男だん爵しやく。拝はい謁えつ、光栄至し極ごくに存じます」

　私は帝国の作法にのっとって、恭うやうやしく頭こうべを垂れた。

　目の前にいるのは間違いなく帝国皇帝その人だ。

　父上が「アレクを自慢する」ことに手を抜くわけがない。

　たとえ目の前にいるのがついさっき、従者もつけずに街中を出歩いてナンパされていた美少女であろうと。

　父上が私を自慢するために招いてきた本物の帝国皇帝に違いない。

「大たい儀ぎである、面おもてを上げよ」

「はっ」

「いい息子を持ったな、カーライル卿。状況判断も的確で素早い」

「お言葉ですが陛下、アレクの真のすごさはこの程度のものではありません」

「ほう？」

「ゆくゆくは陛下にとってのアイゼアとなりましょう」

　頼むからこれ以上ハードルを上げないでくれ父上。

　宰さい相しようアイゼア。

　帝国の黄金期を築いたコリン帝の右腕として名を馳はせた人物。

　黄金時代を作りあげたのは実質アイゼアだという歴史家も少なくない。

「それは楽しみだ」

　皇帝陛下はにこりと微笑んだ。

　頼むから、あまり父上の言葉を鵜う呑のみにしないでくれ。




　　　　　☆




　庭から屋敷の中に移動して、応接間に入った。

　客ではあるが、皇帝陛下は主の座に収まった。

　私と父上はしばらく立ったまま。

「座るがいい」

　と、言われてから、下座に着いた。

　ちなみにアンジェは部屋に戻らせた。

　形としては公こう爵しやくと男爵――貴族が皇帝に謁えつ見けんする場だから、失礼に当たらないようにアンジェに席を外させた。

「カーライル卿、ここは内密の話ができる場所か」

「もちろんでございます、我が家は皆、口が堅いです」

「そうか」

　皇帝陛下は頷うなずくが、父上の答えに満足したわけではないようだ。

　内密の話か……それなら、

「魔法を使用する許可をいただければ」

「うむ、許す」

　陛下の許しを得たので、私は応接間全体に魔法をかけた。

　遮しや音おんの魔法。

　中から外、外から中。

　どちらの音も遮断する魔法だ。

　一瞬だけ、耳が「キーン」と痛くなった。

　それは私だけでなく、父上も陛下も、一瞬だけ眉をひそめたのを確認した。

「これで大丈夫です、いかなる音も外には漏もれません。この部屋で爆発が起きても無音の震動が外に伝わるのみです」

「すごいなアレク、完全に音漏れを防ぐ魔法など初めて聞くぞ」

「五〇年前に魔道士トレバーが得意としていた魔法です。文献にも残っています」

「なるほど！　うむ。さすが私のアレクだ」

　父上のいつもの病気が始まった。

　一方で、陛下は。

「そう、なら少しくだけて話をさせてもらうわ」

　と、帝国皇帝エリザベート一世ではなく、さっき街で出会った少女エリザの口調になった。

「いいのですか」

「いいのよ、こっちの方が楽だもの」

「なるほど」

　皇帝とはいえ一六歳の少女……ってことか。

「さて、言いたいことがあるんじゃないの？」

　陛下――エリザはイタズラっぽい笑みを浮かべ、私を見た。

「正直びっくりしました」

　魔法の効果を確認してからのこの流れ、多少の本音は大丈夫だと私は判断した。

「どうして護衛もつけずに街にいたのですか」

「カーライル卿がいつも自慢しているあなたに興味を持ったのよ。一度でいいから立場に関係なく、あなたの人となりを見て、考えを聞いておきたかったの」

「そうでしたか」

「カーライル卿の言ったとおりの傑けつ物ぶつかもしれないわね。月に一度自慢の手紙を送ってくるのもわかるわ」

「何をしているんだ父上！」

　思わず大声を出してしまった。

　父上は私の隣でふんぞり返っていた。

「アレクのすばらしさを陛下にも教えてさしあげていただけだが、なにか？」

「内容の説明をしろって意味じゃないです！」

　本当になにしてんだよもう！

「しかし実際にやってみてよかったと思う。私の立場はわかるでしょ？　権威で着飾っていると人の本音は聞けないものよ」

「それは……そうですね」

「そこであなたに頼みがあるの」

「なんですか？」

「討とう伐ばつを」

「討伐？」

　いきなり不穏な単語が出てきたな。

「あなた、先帝のこと……私の父親のことをどこまで知ってる？」

　エリザからものすごく返事し辛づらい質問が来た。

　冗談っぽく貧民に転生していったよー、とあの世で見たことを話してもいいんだが。

　エリザが腹を割って話しているんだ。

「もっと早く死んでいれば次の人生はいいものだったかもしれない」

「そう、あなたが言う『早めに殺してあげる』をしていればよかった、それだけのことをしたのよ、先帝陛下は」

「それがどうしたの？」

「先帝の悪政により、帝国の各地で小規模な反乱が頻ひん発ぱつしている。その度たびに鎮圧しているけど、いたちごっこ」

　そういえば、生まれた時も父上がそんなことを言ってたな。

　帝国の内情はわりとガタガタなのかもしれない。

「あなたの魔法の実力は見せてもらった」

　隣で父上がにやっとした。まったくッ。

「反乱を、鎮しずめてくれないかしら」

「わかりました」

「即答なのね」

「ただの反乱ならまだしも、こういうのは盗賊化すると、その人たちは悪行を重ね続けるからね」

「なるほど、そのとおりね」

　頷くエリザ。

「助かるわ。反乱を鎮めた後、土地はあなたにあげる。カーライル卿からあなたに領地をってうるさかったしね」

「父上……」

　ジト目で父上を睨にらむ。

　本当にいい加減にしてくれ。

「ところで、どこの反乱軍を鎮圧すればいいのですか？」

「妖精の丘って知ってる？」

「ええ、天領と呼ばれている、高官から小役人に格下げされても代官に任命されたいし、そのためにびっくりするくらいの賄わい賂ろが飛びかってる、肥ひ沃よくな土地のこと――ってまさか」

「ええ」

　エリザはにこっと微笑んだ。

「そこよ」

「ど、どうしてそこに僕を……」

「さっきも言ったじゃない？」

　エリザは更ににっこりと。

「あなたのこと気に入ったって」

　……。

　なんか、大変なことになったぞ。










10◆善人、更に気に入られる







　屋敷の執務室。

　いつもは父上が使っている机に、エリザが座っていた。

「…………」

　隣から父上が生なま唾つばを飲む音が聞こえてきた。

　気持ちはわかる。

　直前までくだけた態度のエリザが、机の前に座ってペンを取り、背筋を伸ばした途端。

　空気が厳おごそかになった。

　エリザベート・シー・フォーサイズ。

　紛まぎれもない皇帝その人だ。

　彼女はペンをさらさらと走らせたあと、あらかじめ用意したナイフで自分の人差し指の先端を刺した。

　鮮血がぷっくりと、一滴指先から垂れて――空中で止まった。

　厳しい表情のまま呪文を唱える皇帝。

　赤い血が拡散して、帝家の紋章となって、紙にプリントされた。

　魔法を使ったハンコだ、高度ではないが特殊な血筋でなければ使えない魔法で、皇帝の勅ちよく書しよの証明に使われるものだ。

　エリザは勅書を丸めて紐ひもで結び、父上に渡した。

「頼むぞ、カーライル卿きよう」

「はっ、お任せを」

　父上はいつもと一八〇度違う恭うやうやしい態度で勅書を持って、部屋から出ていった。

「あれはなんなのですか？」

「天領親衛軍に討とう伐ばつの出陣を命じた勅書よ」

　椅子から立ち上がったエリザ、口調も雰囲気も、一瞬で皇帝からエリザに戻った。

　その切り替えの速さも気になるが、今は勅書のことがもっと気になった。

「出陣？　僕にやれっていう話じゃなかったの？」

「そうよ。例の反乱、親衛軍に何回も討伐をさせているのだけど、決定的な戦果を得られないまま時間だけが経たっている」

「そうなんだ……ならどうして出陣を命じたの？」

「親衛軍にはいつも通り出陣してもらうわ。その間に――」

　エリザは私を見て、にやり、とイタズラっぽく笑った。

「切り札で敵の大将首を一気に取るのよ」

「……なるほど」

　天を仰あおぎたくなった。

　反乱制圧と聞いて、やったこともない司令官役をさせられるのかなと思ってたから、そうじゃないことにほっとしたが。

　こっちはこっちで、大変すぎる作戦だった。




　　　　　☆




　妖精の丘とも呼ばれる、ハイベア地方。

　帝国におけるあらゆる商活動の中心地で、ここだけで帝国の税収の二割は占めている土地。

　それ故ゆえ統治は貴族任せではなく、帝国自みずから治めているので、天領とも呼ばれている。

　そのハイベアの近くにある、クーラウの砦とりで。

　反乱軍が占せん拠きよしている砦に、天領親衛軍が攻撃をしかけていた。

　それを、人が豆粒にしか見えないくらいに離れたところから見ている、私とエリザ。

「始まったわね」

「始まりましたね……」

「さあ、どうしてくれるのかしら」

「なんか、わくわくしてませんか？」

「してるわよ？」

　エリザはあっさりと、「何を当たり前のことを訊きいてるんだ？」って顔をした。

「カーライル卿から耳にタコができるほどあなたのすごさを聞かされているのよ。だったら実際どんなものか、見てみたくなるものでしょ」

「父上……恨みますよ……」

　私ははあ、とため息をついてから、気を取り直して背筋を伸ばした。

「確認だけど、潜入して反乱軍のリーダーを捕まえればいいんだね」

「ええそうよ。殺しても構わないわ。どのみち帝国法で反乱は死刑よ」

「そっか。もう一つ確認。あなたもついてくるの？」

「もちろんよ、ちゃんとこの目で見定めるわ」

　迷いなど一ひと欠片かけらもないって感じで即答するエリザ。

　さてこの状況だとどうするのかしら？　って言われたような気がした。

　私は少し考えて、魔力球を作った。

　魔力を放出して、それを回して球状に整える。

　今回は黄色の、土属性の魔力球だ。

　それを三つ作りあげる。

「それをどうするの？」

「こうするんだよ」

　魔力球を回しつつ、地面に下ろした。

　土属性の魔力球に触れた途端、地面がえぐれた。

　まるで熱した石を雪の上に落としたかのようだ。

　なんの抵抗もなく、地面が魔力球によってえぐられていく。

「これは？」

「階段だよ、一応足元に気をつけてね」

　土の魔力球で階段を作りつつ、地中に下りていく。

　地下三階くらいの深さ、上の声がまったく聞こえなくなったところで、今度は水平に掘り始めた。

　その速度は、子供の私が普通に歩くのと同じ程度だ。

「地下から行くのね」

「うん。これならあの乱戦の中でも砦に侵入できるでしょ」

「どこから出ればいいのか……場所は大丈夫なの？」

「それは大丈夫」

　いったん足を止めて、魔力球を上に向けた。

　魔力球は真上の土を掘り進んでいき、地上に飛び出た。

　地上に繫がる穴から光が差し込む。

「こんな感じでどこにいるのか把握しながら進むつもりだ」

「なるほど」

　魔力球を戻して、再び、穴を掘っていった。

「しかし……こんなの初めて見たわ。すごいわね」

「この掘り方？」

「掘りながら進むなんて普通じゃありえないじゃない？」

「それはそうかも」

　私は苦笑いしつつ、更に掘り進める。

　一定の間隔で先ほどのようにして、現在位置を確認。

　やがて地下道は何事もなく外壁の下を抜けて、砦の敷地内に入り込んだ。

　すると今度は徐々に上に掘り進める。

　下り同様、魔力球が作った階段で地上に出た。

「ここは……建物のなか？」

「確認したかぎり砦の中で一番立派な建物だよ。多分ここにいるんじゃないかな」

「よし、じゃあ行くわよ」

　仕切るエリザに微苦笑しつつ、地下道から出た。

　外は怒声と悲鳴、そして金属のぶつかり合う音がこだましていた。

　私たちは潜入した建物の中を進む。

「こっちね」

「うん」

　先を行くエリザを追って、私も一緒になって進む。

　こういう、何かの集団の中心人物が使うような建物は、構造にパターンが見られる。

　指揮する都合上、威厳を保つ都合上。

　皆、おなじようなところに作られている。

　そのパターンを私もエリザも知っている。

　それでずんずん進み、一ひと際きわ、立派な部屋の前に来た。

「話し声が聞こえるわ――これって」

「どうしたの？」

「何を話してるのか聞きたいわ、できればばれずに」

「ならこうしよう」

　地下道を掘ってきた土の魔力球を使った。

　熱したナイフで削るように、壁をまんべんなく薄くしていく。

　重厚な扉と壁が削られて、安宿のように隣室の物音が筒抜けになる。

　そして、中で話している内容もはっきりと聞こえた。

「そろそろ頃合いかな」

「ええ、ある程度の戦功もできたことだし、そろそろ撤退させる」

「一応追撃は送っとくぞ。俺たちが八や百お長ちようをやってるのがばれたら今までのが台なしだからな」

「わかってる、上手うまくやれよ」

「ああ」

　会話は一通り終わった。

　部屋の中に男が二人いるようで、片方の足音が近づいてくる。

　そして、ドアが開く。

「ん？　子供がなんでここに――あなた様は！」

　貴族の格好をした男はまず子供の私を見て小首を傾かしげ、その後エリザの姿を見てぎょっとした。

「へ、陛下。何なに故ゆえここに？」

「フレミング卿きよう、今の話はどういうことか？」

「そ、それは……」

　フレミングと呼ばれた男は焦あせり、一瞬で脂あぶら汗あせがだらだらと流れ出した。

「おいフレミング、そいつらは？」

「……子供は知らん。こちらは皇帝陛下だ」

「なんだと？」

　驚くもう一人の男。

「てめえが裏切った……って面つらじゃねえな。ってことはてめえも泳がされて、全部ばれてしまった、と」

　フレミングは苦虫を嚙み潰つぶしたような顔をした。

　エリザの顔もますます険しくなる。

「八百長……手を結んで小芝居をしてたってことだね」

「なぜそうする必要がある」

「戦費だよ」

　私はエリザに説明した。

「軍を出せばお金が動くからね。例えば死んでない人を戦死したと報告して遺族に払う報ほう償しよう金きんを不正受給させる。本人ももちろんもらうけど、この人たちも中抜きができるんだ。それでほとぼりが冷めたらまた入隊させて、そしてまた偽にせの戦死――一種の錬金術だね」

「……フレミング卿」

　エリザ――皇帝の声のトーンが二オクターブ下がった。

「……ふっ、こうなっては仕方ない」

「だな。お前が殺やるか？　それとも俺が殺ってやろうか？」

「心配するな、手心は加えない」

　二人の目つきと、言葉が剣けん呑のんなものになった。

　口封じ。確かに今なら私たちを殺せばことはすむから、正しい選択肢なのかもしれない。

「申し訳ない、こうなってしまったからには、陛下にはお隠れいただく」

「……」

「ごめん！」

　フレミングは、腰にあった華美な装飾の剣を抜いて、躊ちゆう躇ちよなくエリザに向かって振り下ろした。

　エリザは動かなかった――私が動いた。

　瞬時に作った炎の魔力球で、フレミングの剣を溶かす。

　父上のオリハルコンの大剣さえも溶かした魔力球だ、フレミングの剣の刀身は一瞬で跡形もなくなった。

　続いて、黒の魔力球を作る。

　それを二人の男にぶつける。

　子供だと侮あなどっていた私の魔法に驚き戸と惑まどう二人に、魔力球が直撃した。

　――ドサッ！

　二人は糸が切れた人形のように、倒れて動けなくなった。

「な、なんだこれは」

「生命力、まあ体力だけど、それをごっそりと消し飛ばすものだよ。肉体にはまったく損傷は与えないけど、丸一日走り続けたくらいの疲労にはなってるはずだよ」

「なんだそれは、そんな魔法、聞いたこともないぞ」

「ありえん！　そんな高度な魔法をこんな子供が！」

　驚きよう愕がくする二人。

　そんなことに驚いてる場合じゃないと思うんだ。

　案あんの定じよう、エリザが一歩前に進み出た。

　背筋を伸ばして、皇帝陛下の顔をして。

　冷たい目で、二人を――特にフレミングを見下ろした。

「帝国皇帝エリザベート・シー・フォーサイズの名において宣告する。フレミング・ルズ。その者のすべての地位と権利を剝はく奪だつする」




　　　　　☆




　地下道の中。

　気を失わせた二人を、魔法で運うん搬ぱんする私。

　ちなみに地下道は土の魔力球を使って、元通りに埋め直した。

　これで誰も追ってはこれない、私たちは悠ゆう々ゆうと脱出ができる。

　あとはこの二人を連れて帰り、父上とエリザ――皇帝にすべてを任せて、一件落着だ。

　そんなエリザ、さっきから私をじっと見つめている。

「どうしたの？」

「……さっきはありがとう。助かったわ」

「当たり前のことをしただけだから」

「人に……命を救われたのは初めてだわ」

「命の危機なんてない人生の方がいいからね。救われた経験もない方がいいのさ」

「……」

　おどけて言う私、エリザは更にじっと見つめてくる。

「どうしたの？」

「う、ううん。なんでもないわ」

　エリザは頰を染めて、顔を背そむけてしまった。

　一体、どうしたんだろう。










11◆善人、副皇帝になる







　裏切り者フレミングの捕縛で、自作自演の反乱は終息した。

　鎮ちん圧あつというよりも、フレミングの陰謀を暴いたという扱いで、皇帝陛下への正式な謁えつ見けん、それと恩賞の下か賜しなどがあると告げられた。

　そのためにアンジェと一緒に帝都にやってきた私、滞在先として、父上の友人だという人の屋敷に来た。

「おお！　ボウズがカーライルの至宝か」

　屋敷に入ると、ひげもじゃで強こわ面もての男が私たちを出迎えた。

　筋骨隆りゆう々りゆう、銅ど鑼らのような大声。

　誰が見てもそう感じるような、豪ごう傑けつタイプの男だ。

　私は落ち着いて、礼儀正しく頭を下げた。

「初めまして、ホーセン・チョーヒ様。アレクサンダー・カーライルと申します。こちらは婚約者のアンジェリカ」

「は、はじめまして！　アンジェリカと申しまふっ！」

　アンジェも同じように挨あい拶さつしようとしたが、そこはやはりまだ見た目通りの子供。

　ひげもじゃの豪傑に圧倒されて、口上を嚙かんでしまった。

「はっはっは！　緊張するな、取って食いやしねえ。普段通りに話していい」

「はい、ありがとうございます」

「しかし、なるほどな……」

　ホーセンは顎あごを摘つまみながら、身を屈かがめて、私をマジマジと見つめた。

「カーライルの至宝と呼ばれるだけあって、なるほど、いい面つら構がまえをしている」

「えっと、さっきからおっしゃっているその『カーライルの至宝』ってなんですか？」

「ん？　ああボウズは知らねえか。ボウズのオヤジがこっちに来る度たびにみんなにボウズのことを世界一の息子だって自慢するから、自然とそういう呼び方になったのよ」

「は、はあ」

　何をしてるんだ父上は！　とツッコミそうになった。

　父上のやりそうなことだ。皇帝陛下――エリザにさえも自慢していたのだから、貴族仲間に自慢しないはずがない。

「できれば、その『カーライルの至宝』はやめてくれると嬉しいです。僕まだまだ未熟者だから、そう呼ばれると恥ずかしい」

「おう、いいぜ。まあカーライルをからかうためにしてる呼び方で、ボウズ本人を困らせるようなもんじゃねえからな」

　父上をからかうためか、そうしたくなる気持ちはわかるけど、多分からかいになってない。

『カーライルの至宝じゃなくて帝国の国宝だ！』

　って、父上が逆に怒りだすのがありありと目に浮かぶ。

「普通にボウズって呼ぶぜ」

「ありがとうございます、ホーセン様」

　がっはっは――と笑うホーセンに連れられて、客間に向かった。

　後ろからメイドやら使用人やらがついてきているが、ホーセンは自分で私たちを案内してくれた。

「ここだ、どうだ、うちで一番の客間だ」

「ありがとうございます、とても素晴らしいお部屋です」

「なんか足りないものがあったらなんでも言え。つっても、もうすぐ陛下からの恩おん賜しもあるし、何も必要ないわな」

　がなるような大声、しかしまったく屈くつ託たくのない語気。

　いい意味で単純な人なんだろうと思う。

　帝国最強の武人と名高いホーセン・チョーヒ。

　多分見た目どおりの人なんだろう。

「ところでボウズ、これ、いける口か」

　ホーセンはそう言って、ぐい、と指で作った輪っかを口元で傾けた。

　古典的な酒飲みのジェスチャーに苦笑い、七歳の子供に訊きく話じゃない。

　とはいえ私は帝国男だん爵しやくだ、付き合いなどはある。

「少しだけなら。大人になるまで人並みに飲めるようになりたいと思ってます」

「そうかそうか、男はそうじゃねえとな。ボウズちょっと付き合え！　旦那さん借りてくぜ」

「ごめんねアンジェ、ちょっと行ってくる」

「はい、行ってらっしゃいませ、アレク様」

　アンジェはニコニコ顔で、私たちを送り出した。

　彼女は聡さとく、男爵夫人としてふさわしいようにいろいろ勉強して知識をつけている。

　将軍が男爵を誘ってどこかに行く時、貞てい淑しゆくな妻として笑顔で送り出すのが唯ゆい一いつの正解だとわかって、それを実行する。

　私はホーセンに連れられて、屋敷の食堂にやってきた。

「わあ、立派な食堂ですね」

　素直な感想が口をついて出た。

　ホーセン邸の食堂はカーライル家の二倍以上はある。

　テーブルも、横幅は主人の一人分だが、縦たては左右合わせて五〇人以上が同時に座れるくらい、ものすごく長いものだった。

「おう！　ちょこちょこ部下を呼んで宴会するからな！」

「なるほど」

　その光景はありありと想像できた。

　最強と名高い武人、豪快な性格、酒好き。

　きっとかなりのどんちゃん騒ぎになるんだろう、毎回。

「……言われたとおり連れ出したぜ」

　ふと、ホーセンが食堂の外を見て、何か独り言を呟つぶやいたのが耳に入った。

「どうしたんですか、ホーセン様」

「ん？　いやなんでもねえ。おい、酒持ってこい酒」

　ホーセンが命令した、すると一〇秒もしないうちに、メイドたちが次々と酒や料理を運んできた。

　その中に一人、塩を持っているメイドがいることに気づいた。

「いい塩ですね。これだけで一晩中飲めそうな気がします」

「――おおおおお！」

　ホーセンは目をかっと剝むいて、私の肩を摑んで揺らした。

　これまでも豪快な性格だと思っていたけど、出会ってからで一番興奮していた。

　えっと……なんかまずいこと言った？

「わかってるじゃねえか。だよな、酒は塩があれば十分。肉だの珍味だのは舌をばかにして酒を台なしにするだけだ。子供のくせに話せるじゃねえか」

　……あっ。

　そうだった、私は子供だった。

　まだまだ七歳の子供。普段からわかってるつもりだけど、ついついやってしまった。

　前世でおっさんになったくらいの年齢から酒＋塩の取り合わせで呑んでいたから、ついぽろっと出てしまった。

　ホーセンは私をじっと見た。

「ど、どうしたのホーセン様」

「気に入った！」

「え？」

「気に入ったぞアレク」

　ホーセンはそう言って、私の肩をパンパン叩いた。

　正直ちょっと痛い、がそれ以上に。

「それを言えるヤツはそういねえ。どうだ、俺と義兄弟にならねえか」

「……えええええ!?」

　義兄弟って、いきなり何を言いだすんだこの人は。

　だってホーセンは父上よりも更に年上なんだ、七歳の私とでは祖父って言っても通るくらいの年齢差だ。

　それを義兄弟って。

「じょ、冗談だよねホーセン様」

「いいや、俺は本気だ。義兄弟が嫌なら娘――いや孫娘を嫁にどうだ」

「えええええ!?」

　またまた声を上げてしまう私。

「ちっ、カーライルのケチが。こんないい息子ならとっとと紹介しろってんだ」

　……。

　…………。

　………………。

　父上の姿がちらっとよぎった。

　どうやら、割と本気で気に入られて。

　父上みたいなのがもう一人増えそう。

　そんな、気がした。




　　　　　☆




　アレクがホーセンに食堂で義兄弟の契ちぎりを交わそうと迫られている一方で、客室で待っていたアンジェのもとに一人の少女が訪ねてきた。

「へ、陛下！」

　少女が入室するなり、アンジェはパッと立ち上がって、直立不動の姿勢で背筋を伸ばす。

　入ってきたのはエリザベート・シー・フォーサイズ、帝国皇帝その人だ。

　ただし、先日同様私服で、エリザという出いで立ちだ。

「恐縮しないで、前と一緒でいいから」

「は、はい。じゃあ……エリザさん？」

「うん。ごめんねいきなり。お話があって来たの」

「わかりました、すぐにアレク様を――」

「違う、彼じゃなくてアンジェちゃんに。そのためにホーセンにアレクを連れ出してもらったの」

「そうなんですか……」

　目を見開き、驚くアンジェ。

　皇帝が自分に何の用だろう……と不思議に思う。

「アンジェちゃんは彼の許嫁いいなずけよね」

「はい！　アレク様大好きです」

　アンジェの屈くつ託たくのない笑顔に、エリザは一瞬たじろぐ。

「……率直に訊くわ。もしほかに彼のことが好きだっていう女が現れたらどう思う？」

「すごく嬉しいです！」

　即答するアンジェ。またまた一瞬だがたじろぐエリザ。

「嬉しい？」

「はい！　その人と仲良くなりたいです。仲良くなって、一緒にアレク様の素敵なところを話したいです」

「本当に。嫉しつ妬ととかは？」

「嫉妬ですか？　うーん、よくわかりません。私、アレク様のことを知れば知るほど、ほかのことを考えられないくらい好きになっちゃいます。それで勉強がおろそかになってしまうくらいです」

　アンジェはちょっとだけシュン、と落ち込む表情をした。

「嫉妬なんて、感じないと思います」

「そう……知れば知るほどほかのことを考えられないくらい好き、か」

　エリザは少しうつむき、思案顔をする。

　数秒後、顔を上げる。普段の彼女らしい、前向きな少女の表情に戻っていた。

「ありがとう、それを聞けて助かったわ」

「はい」

「今日はもう帰るわ。そうだ、私が来たことをアレクには言わないでね」

「言わない方がいいですか？」

「ええ、サプライズをしてあげたいの。彼が喜ぶような」

「わかりました！　絶対に言いません」

「ありがとう。じゃあまたね」

「はい！」




　　　　　☆




　押し切られて、なし崩しでホーセンの義兄弟にさせられてから数日。

　彼にものすごく気に入られて、宴会宴会の毎日だった。

　時には部下を、時には知り合いの帝都在住の貴族たちを。

　毎日違う人たちを招いては宴会を開いて、私を紹介する。

　冗談抜きで、父上みたいなのがもう一人増えたような感じだ。

　今日はそれがなくて、ちょっとホッとした。

　皇帝陛下に謁見の日。

　さすがのホーセンもこの日は宴会を開くことはできなかったからだ。

　本当なら緊張する謁見だが、ホッとしたのが強くて、まるで緊張しなかった。

　私は男だん爵しやくとしての正装で身を包み、王宮に入って、謁見の間まにやってきた。

　玉ぎよく座ざにエリザが座っていた。

　彼女は前と違って、皇帝の服を纏まとっている。

　醸かもし出す皇帝オーラは衣装負けしない感じで、いっそう威厳を放っていた。

　玉座へと続く赤あか絨じゆう毯たん、その両側に貴族や大臣たちが並んでいる。

　私は作法にのっとり、皇帝に謁見を果たした。

「この度たびの働き、大儀であった」

「ありがたき幸せ」

「そなたには働きに見合った褒ほう美びを取らせようと思う。なんでもよいぞ、なにがいい」

「陛下の御み心こころのままに」

　これも作法の一つだ。

　皇帝から「なんでもやる」と言われたからといって、馬鹿正直に取っちゃいけない。

　皇帝にねだりごとをするのは失礼なのだ。

　だから私は「なんでもいい」に対して、貴族的な対応として、そう言った。

「わかった。では、アレクサンダー・カーライル」

「はっ」

「貴公に副帝の地位を授ける」

「ふくてい？」

　聞き慣れない言葉に、私は首を傾かしげた。

　周りがざわざわした、一瞬遅れてどよめきが湧き上がる。

　一体どういうことだ？　と、私は肌身離さず持っている賢者の石に知識を求めた。

　すぐに答えが返ってきた。

　副帝。

　副の、皇帝。

　宰さい相しようよりも更にワンランク上の役職、王族以外の人間に与えられるものの中で最高の地位だ。

「うおおおお！　さすが俺の義弟おとうとだ!!」

　大臣の一人、ホーセンが謁見の間が震えるほどの大声で喜んだ。

　周りは更にざわざわして、羨うらやましそうな目で私を見た。

「余のため、帝国のため。これからもいっそ励め」

「ありがたき幸せ」

　一礼して、顔を上げる私。

　陛下――エリザが熱い眼まな差ざしで私を見ていた。

　いや、それよりも驚きが大きすぎた。

　まさかの副帝。

　黄金とか財宝とか、男爵から一つ昇進して子し爵しやくになるとか。

　いろいろ予想してたけど、全部外れだった。

　今まででも十分恵まれていると思っていたけれど。

　ＳＳＳランクの人生は、まだまだ私が想像もしていなかった上があるみたいだった。
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第二章

01◆善人、１０００から先は数えてない







　王宮の中庭。

　人払いをさせたそこで、私はエリザと二人っきりになった。

　私の前を先導するように歩くエリザ。

　帝服――皇帝の礼装を纏まとう彼女は、実年齢から想像もつかないような威厳を放っている。

　まるで皇帝になるべくして生まれてきたような少女。

　そう思わせるエリザは、花壇の前で足を止めて、私に振り向いた。

「あたしは、帝国を安定して長く治めたい」

　その切り出しから始まったエリザの口調は真剣そのものだった。

「安定した世の中を作り、先帝が揺るがしかけた帝国の屋台骨を元に戻す、それがあたしがやりたいこと」

「うん、やるべきだと思う」

「そのためにはなにが一番大事だと思う？」

「……なんだろう」

　その気になればいくらでも答えられるが、正解はエリザの中にしかない。

　私は投げられた質問をそのまま投げ返した。

「腹心、右腕、懐ふところ刀がたな。それに相当する人間を長く据えること。歴史は詳しい？」

「……うん、ころころ宰さい相しようが変わることで世が乱れることはよくあったからね」

　前世の記憶、そして賢者の石を手に入れてからした勉強。

　それらの知識が、私にエリザの質問への即答を可能にした。

「そう、だから長くそばにいてくれる者があたしは欲しい。私よりも長生きしそうで、賢くて、根がいい人」

「それで僕を副帝にしたんだ」

　エリザははっきりと頷うなずいた。

　なるほど、それならわかる。

　でも、本当にそれでいいのか。私に副帝が務まるのだろうか――。

「そ、それに。副帝相手なら結婚相手としても身分が釣り合うし」

「え？　今なんか言った？」

　私が副帝に課せられるであろう重責のことに思考を巡らせている間に、エリザはなにかを呟つぶやいた。

　それを訊きき返したが。

「な、何でもないわよ！　ただの独り言ッ」

　エリザは顔を赤くしてごまかした。

　独り言なら仕方ない。

「そ、それよりも」

　エリザはゴホン、と咳せき払ばらいして気を取り直し、さっきまでと同じ、真剣な目で私を見た。

「私に、力を貸してくれる？」

「僕でいいの？」

「あなたがいいの。あなたしかいない――二重の意味で」

　最後に言ったのがなにか、声が小さくて聞き取れなかったけど、それでも。

　あなたしかいない、というエリザの意志が強いことは伝わってきた。

「うん、わかった」

「ありがとう」

　エリザは微笑んだ。

　皇帝であり、年頃の少女でもある。

　どっちでもある、そんな表情で笑った。

　それはすごく魅力的で、彼女に協力したいと思わせるのに十分な笑顔だった。




　　　　　☆




「おお！　帰ってきたか義弟おとうとよ」

　エリザと別れて、ホーセンの屋敷に戻ってきたら、そこは人の出入りがものすごく激しくて、使用人やメイドたちがてんてこ舞いになっていた。

「ホーセン様、なにかあったんですか？」

「プレゼントだな」

「プレゼント？」

「ああ、全部義弟への贈り物だ」

「……なるほど、副帝就任のなんだ」

　少し考えて、状況がわかった。

　人間って宝くじに当たったり出世したりすると、急に友達とか親戚とかが増えるものだ。

　これもそれと同じだけど、さすがに副帝ともなれば、いきなりは近寄りがたくて、まずはご機嫌を取るためのプレゼントからってことか。

「それにしてもすごいね」

「おう、これ見てみろ」

「なんですかこの封書の山は――パーティーに招待？」

　私は封筒の一つを取って、中身を見た。

　それはちゃんとした紙にちゃんとした文字で書かれたパーティーの招待状だ。

　正式な文書や招待状は綺麗な字じゃないと失礼にあたる。

　綺麗な字を書けるのは、それだけで金になる技術だ。

　これほどの綺麗な字、それだけで一〇人家族を不自由なく養えるほどのものだと思う。

　当然読みやすく、私はホーセンと一緒に招待状を読んだ。

「偶然パーテイーやるから是非来てくれってよ」

「なるほど偶然なんだ」

　そんなわけないのは普通にわかる。

　このタイミングでそんな偶然はあり得ない。

　間違いなく副帝私を招待したくて開かれるものだ。

「それにしても多いね、どれくらいあるの？」

「千から先は数えてない！」

「ええ!?」

　大威張りするホーセン。

　目の前の封筒の山だけでも百通はあるから訊いてみたけど、予想を遥はるかに上回ってた。

　ここにはないものもあるってことか。

「それからこういうのも来てた」

　そう言って手招きするホーセン。

　別のメイドが、同じく山ほどの封書を持ってくる。

「これは？」

「お見合いだ。義弟に嫁を紹介するものだな」

「なるほど、こっちは結構ストレートだね。そしてやっぱり多いね」

「千から先は数えてない！」

「そんなに！　無理だよそんなにお嫁さんは！」

　貴族だし、副帝になったから側室とか必要になることもある。

　貴族の間では、側室を上手うまく管理できる正室ほど評価される。

　可愛いアンジェのために、将来はそういうのもありだと思っていた――けどこれは無理。

　こんなに多いのは無理！

「そうか？　俺は義弟なら余裕だと思うんだがな」

「えええ!?　なんなのその買いかぶり」

「ちなみにカーライルは昔『アレクのために初夜税を復活させようと思ってる』って言ってたぞ。領民全部が実質義弟の嫁だ」

「何を企たくらんでるんだ父上!?」

　ちなみに初夜税というのは、文字通り女性の初夜を差し出すか、代わりになる額の税金を払うかのどっちかで、カーライル領では課してないけど、今でも一部の貴族がやっていることだ。

「まっ、数は妥だ当とうだが普通レベルの娘が多すぎる、義弟には釣り合わんだろ。燃やしていいぞ」

　かしこまりました、と言って、メイドはお見合いの封書を持って立ち去った。

　ホーセンの買いかぶりも父上に負けず劣らずすごいな。

「こういうのも来てる」

「まだあるの？」

　次にメイドが持ってきたのは、やはり山積みの封書だった。

「今度はなに？」

「家だ」

「家？」

「ざっくり言うと家をやるって内容だな」

「ストレートすぎるよ！　って、これもまさか……」

「おう！　千から先は数えてない！」

「多すぎ！」

　全部もらったら持ち家が千軒を越しちゃう。

　もはや持ち家じゃなくて持ち街のレベルになっちゃう。

「まっ、義弟に取り入るのに家とか屋敷とかじゃ安すぎる、これも燃やしていいぞ」

　ホーセンの命令で、メイドはまたまた山積みの封書を持って去っていった。

　私はふう、と深く息をついた。

「なんか、大変なことになったね」

「最初はそうかもな。どうする？　今からでも副帝をやめるか？　義弟ほどの男、副帝程度に収まる器うつわじゃないからそれでも――」

「ううん、やるよ」

　頭の中でエリザのことを思い出していた。

　彼女の決意、語った理想。

　それを思うと、多少大変でも頑張らなきゃって気持ちになった。

「おおお！　さすが義弟！　それでこそ男だ」

「そ、そうかな」

「ああ！　すげえかっけえぞ今の義弟の顔は」

　ホーセンが若者のような言葉を使った。

　それも彼にはよく似合う。

「よし、ならこれからこういうのは全部俺が処理してやる」

「いいの？　大変じゃないの？」

「はは、たいしたことねえよ。義弟とお近づきになりたいヤツはまず俺にタイマンで勝て、って言えば済むことだ」

「それってムリゲーだよね」

　私は苦笑いした。

　帝国最強の武人、ホーセン・チョーヒ。

　彼にタイマンで勝てる人なんてこの世に果たしているんだろうか。

「だから、気にしないでおれに任せろ。本当にかかってくる骨のあるヤツがいればそれはそれでおもしれえ」

　ホーセンは口角を持ち上げた。

　自己申告通り、本当に楽しみだと思っている顔だ。

　そういうことなら――。

「うん、わかった。お願い」

「おっしゃ！　任せろぃ！」

　ホーセンは更に嬉しそうに、そして豪快に笑ったのだった。










02◆善人、超高度な魔法を披露する







　次の日、私はエリザに呼び出されて、一人で王宮に向かった。

　昨日と同じ場所、華やかな庭園に通された。

　そこで私を待っていたエリザは、心なしか着飾っているように見えた。

　帝服ではなく、年頃の少女に似合う美しいドレス。

　綺麗なエリザが纏まとう綺麗なドレス、私は思わず――。

「綺麗だね、その格好」

「そ、そう？　別にこんなの普段着だし？」

　エリザは何な故ぜか顔を赤らめ、声も上ずっていた。

　そんな様子も、かえって魅力的である。

　思わず見とれそうになる、呼び出されてそれでは失礼だ。

　私は気を取り直して、エリザに訊きく。

「今日はどうしたの？　僕を呼び出したりして」
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　エリザはゴホン、と咳せき払ばらいして、改まった調子で言った。

「魔法学校の名誉校長をやってほしいの」

「魔法学校？」

「知らない？」

「聞いたことはあるけど、詳しくは」

「そう」

　エリザはにっこりと微笑み、説明をしてくれた。

「都の郊外にある魔法士官と魔法兵を養成する学校のことよ。存分に魔法の実習ができるように都や街から徹底的に遠ざけて、実戦のために近くにモンスターがいるダンジョンもある」

「かなりスパルタなところに聞こえるね」

「そうね、厳しいわね」

「そこの名誉校長に、ってことだよね。どうして？」

　聞くと、エリザは少しトーンを落として、真顔で続けた。

「あそこには万が一敵国の兵や反乱軍に都を追われたとき、皇帝かその皇太子が逃げ込んで、戦力を整えて再起するための要よう塞さいとしての役割もあるの。いわば帝室最後の砦とりでね」

「そっか」

　それならわかる。

　最後の頼みの綱だから、副帝である僕を送り込もうってわけだ。

　エリザは、僕を「長持ちする右腕」にしたがってるから。

「わかった。でも名誉校長といっても何をすればいいの？」

「まずは顔見せ、それから季節ごとのイベントに出る。それだけでいいから」

「それでいいの？」

「副帝という立場ならね」

「わかった。そういうことなら引き受けるよ」

「ありがとう」

　エリザが嬉しそうに微笑んだ。

　やっぱり、ドレスがよく似合っていた。




　　　　　☆




　都の郊外。僕は馬車に乗って、魔法学校にやってきた。

　エリザの説明したとおりだった。

　魔法「学校」と名前はついているけど、遠くから見たら野外にひっそりと佇たたずんでいる砦にしか見えない。

　高低差による地の利や、籠ろう城じようするときの水源も近くに確保している。

　橋など進行ルートを制限する造りにもなってる。

　ぱっと見ただけでも、すごく考えて作られてるんだな、とわかる。

　馬車が更に進んでいき、学校の正門前に到着した。

　大人の一団が待ち構えていた。

　男女合わせて一〇〇人近くいるその集団は、正門の向こう、学校の敷地内で整然と並んでいる。

　私は馬車から飛び降りた。

　初老の男が一人、進み出て私の前にやってきた。

　男は成人男性の平均的な身長なので、肉体がまだ七歳児の私を見下ろす形になったが、腰を屈かがめて低姿勢を見せている。

「魔法学校校長、イーサン・ハンドレッドと申します」

「アレクサンダー・カーライルといいます。よろしくお願いします。あちらの皆さんは？」

「はい、副帝殿下にお越しいただけると聞いて、集まった本学の教師たちでございます。後のちほどお目通りしていただければ」

「うん、わかった」

「では校内へどうぞ」

　イーサンはそう言い、半身になって道を私に譲った。

　私は歩き出し、正門を潜くぐろうとした。

　ん？

　なんでイーサン、私を見てニヤニヤをしているんだ？

　その表情はどういう意味――。

「あれ？」

　潜ろうとした瞬間、イーサンの表情のことが頭から飛んだ。

　思わず声が出てしまった。

　正門を潜ろうとしたが、通れなかった。

　軽くパチッ、と火花が散って、見えない壁が私を阻はばんだ。

　結界、という言葉が頭の中に浮かんだ。

　なるほど、確かに砦だ。

　エリザの話じゃ、普段から近くのダンジョンで、生徒たちが魔法の実習をしているという。

　きっとモンスターが襲ってくることもあるんだろう。

　そういう場所なら、安全のために学校の敷地を覆おおう結界も必要だ。

　しかし、結界が必要なのはわかるけど、このままじゃ入れないし困るので、私は小玉サイズの魔力球をその場で作って、結界を破って中に入った。

　パリーン。

　ガラスが割れるような音がした後、すんなりと通れた。

「「「えええ!?」」」

　驚きに満ちた声が聞こえてきた。

　見ると、集まっていた教師たちが皆信じられないって顔をしている。

　なんでだろう……と思ったらすぐにわかった。

　モンスターを排除するための結界だ、考えなしに破ったのは良くなかった。

　直さないと。

　私は肌身離さず持っている賢者の石から結界の知識を引き出した。

　せっかくだし、もっと強くて、モンスターだけ拒こばんで教師と生徒はすんなりと通れる結界を張ろう。

　賢者の石から知識を引き出す、張り方を頭の中に展開する。

　普段の魔法よりも強めにやって、魔法学校全体を覆う結界を張り直した。

　ちゃんと張れたのを確認してから、校長に振り向く。

「イーサン校長」

「は、はい。なんでしょうか」

「学校全体を覆う結界を張り直したよ、教師と生徒だけ通れるようにしたけど、教師と生徒であることを証明する方法は後で教えるから、みんなに伝えて」

　私はそう言って、自分は正門から中に入ったり出たりした後、小石を同じように結界に触れさせて、それを消滅させた。

　これで教師と生徒だけ通れる結界ってのを証明できたはずだ、が。

「――なっ！」

　絶句するイーサン。

　信じられない、なんてこと。

　って顔をされた。

　えっと……私、なにかまずいことをしたのか？

　不思議に思ったが、反応がおかしいのはイーサンだけじゃなかった。

「おい誰だよ、コネだけで名誉校長になるお飾りの子供に恥をかかせてやろうって言いだしたヤツ」

「それよりもこの一瞬で学校全体を守る結界？　そんなの我ら全員でやっても不可能だぞ」

「お前たちもっと話をよく聞け、教師と生徒だけ通れる、だぞ。対象選別できる結界なんて聞いたこともない」

「はったりじゃないのか？」

　ざわざわする教師陣。

　なぜかみんな困った顔をしていた。

　……そうか、学校に出入りするのは教師と生徒だけじゃないよな。

　いざって時には砦になるこの学校だ。兵糧とか兵器の備品とか、物資を搬はん入にゆう出しゆつする者もいる。

　この結界じゃ、そういう人たちを通せない。

　私は再び賢者の石に問いかけた。

　要は敵兵とモンスターを弾はじけばいいんだ。

　味方の人間と必要とする家畜や物資は通して、敵である人間とモンスターだけ拒む。

　そんな結界の張り方を賢者の石から引き出す。

　さっきのより大量に魔力がいる。

　ざっと全魔力の一割だ。

　しかもさっきのを解除しないといけない、そのための魔力もいる。

　ある意味「安物買いの銭失い」みたいなことになっちゃった。

　でも、やらないと。

　私はまず今の結界を解除してから、新たな結界を張った。

　害をなす者だけを弾く結界、分類としては神聖魔法になるそれは、薄く黄金色に輝く、ドーム状の目に見える結界になった。

　ドーム状の結界ははっきりと視認できるものになって、わかりやすく学校の敷地全部を包み込んだ。

「張り直したよ、これで人間も物質も通れる、敵の人間とモンスターだけを防ぐことができる……よ？」

　校長のイーサン、そして集まった教師たち。

　みんながますます愕がく然ぜんとして私を見ている。

　また……なにかまずいことをしたのか？
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03◆善人、伝説の魔法を復活させる







　魔法学校の教師たちがざわざわしている。

　気になったから、校長のイーサンに訊きいてみた。

「どうしてみんな驚いてるの？」

「ええ、まあ。副帝殿下の魔力がこれほど強大だとは予想外だったもので。おそらくこの学校のどの教師よりも……いえ、帝国中の魔法学校をすべて探しても殿下以上の人はおりますまい」

「それで驚いてたんだ」

　説明を聞いて安心した。

　私の魔力は父上曰いわく「史上最強」らしい。転生する前の審査でも「ＳＳＳランク」とか「本当は神になれる」とか天使に言われた。

　そのことを驚いているというのなら、納得だ。

　ついでにひらめいた。

　せっかくだし、これを利用しよう。

　エリザのために。

　私は意識して真顔になって、イーサンと教師たちを見て、言った。

「僕が名誉校長に任ぜられたのは皇帝陛下の勅ちよく命めい。しかし何な故ぜそうなったのかわかる？」

「え？　いえそれは……」

　イーサンは言葉に詰まった、ほかの教師たちは複雑そうな顔をした。

「それはね、陛下がご慧けい眼がんだからだよ。子供という先入観なく、適材適所で僕をここに送ったってこと」

「「「おおおおお……」」」

　歓声に似た、感動の声が教師たちの口から漏もれた。

　一部の人が、思いを馳せるような遠い目をする。

　目もく論ろ見みは成功したみたいだ。

　上手うまくエリザの株を上げられたみたいだ。

　そんな中、イーサンがエリザに向ける尊敬の目を、そのまま私に向けながら聞いてきた。

「副帝殿下に一つお願いしたいことがございます……」

「なに？　お願いって」

「時々で結構ですので、本校におきまして、実習の授業を受け持ってはいただけないでしょうか」

「僕が生徒たちに教えるってこと？　名誉校長なのに？」

「はい！　教えていただいて――いえ、殿下の強大な魔力から繰り出される魔法を生で見るだけでも、生徒たちにとっては何にも勝る財産となるでしょう」

「なるほど」

　それは納得だ。

　イーサンの言うとおり、若いうちに、「本物」をその目でしっかり見ておくのは、とても良いことだと思う。

「それに……」

「それに？」

「情けないことに、ここは帝都のお膝ひざ元もとなのに、ほかの魔法学校に比べて生徒が少ないのです」

「どうして？」

「ここだけなのです、実際にダンジョンに入って、戦闘実習がある魔法学校は。それはどうしても危険になりますので、敬遠されがちです。とはいえ実習をなくすわけにもいきません」

　イーサンは苦虫を嚙み潰つぶしたような顔で言った。

　その口ぶり、校長のイーサンはここが皇帝の最後の砦とりでの役割も持つということをしっかり理解してるみたいだ。

　たしかに、そういう時のために、この魔法学校から戦闘の実習をなくすわけにはいかない。

「副帝殿下がたまに授業を持ってくだされば生徒が集まります」

「それだけで集まるかな」

「集まります」

　イーサンは断言した。

「お恥ずかしい話ですが……私もつい今しがた決めたのです。もし殿下が授業を持っていただけるのであれば、たった一人の孫をここに入学させようと」

　そう話すイーサン。

　お恥ずかしい話……というのはたった一人の孫だから危険な所には行かせないようにという親心、祖父心からきているんだろう。

　それを翻ひるがえして、今ここに入れると決めた。

「殿下のお姿を拝見し、少しでも学べれば孫の一生の財産になるのは間違いありません」

「俺もだ、息子をここに入れる」

「私も娘を」

「弟が進路を迷ってるけど、ここを勧すすめます」

　ほかの先生たちも我先にと争うように言った。

　さっきまでの驚いた目と違った目をしている。

　それらの目が一瞬父上とホーセンを彷ほう彿ふつとさせたが――忘れることにした。

「わかった。でもそうなると一つ問題が」

「問題？」

「移動のことだよ。僕はずっと都にいるってわけじゃないから。実家の領地に戻るか、天領を任されるかもしれないんだ。どっちもここからは遠い。定期的に授業を持つのは……」

「殿下ほどの魔力なら飛行も可能では？」

「飛行」

　平坦なトーンでその言葉を呟つぶやく。

　そういえばそんなこと考えたこともなかった。

　飛行魔法は確かにある。

　魔力が高い人はそのまま飛べるし、ちょっと足りない人でもホウキとかの道具を補助に使えば飛べる。

　言われてみれば、距離の問題なんて魔法で片付けられることだった。

　私は肌身離さず持っている、あらゆる知識が入っている賢者の石に問いかけた。

　遠く離れた場所を簡単に行き来するための魔法。

　賢者の石はすぐに私の質問に応こたえてくれた。

　私は得た情報を頭の中で反はん芻すう、使う方法もシミュレート。

　それを一通りした後。

「飛行魔法であれば、馬車の倍の速さで――」

「ちょっと試しに行ってくる」

「――えっ？」

　イーサンやほかの教師たちを置いて、私は魔法を使った。

　瞬間、体が空に向かって引っ張られる。

　まるで流星の逆で、空を切り裂いて飛んでいく。

　瞬またたく間まに、思い浮かべたところにやってきた。

「アレク？　ど、どこから入ってきたの？」

　王宮、謁えつ見けんの間ま。

　皇帝のエリザがいる場所だ。

「瞬間移動の魔法のテストだよ。エリザのところが一番思い浮かべやすかったから」

「わ、私のところが？」

　エリザの顔は火がついたかのように赤くなった。

　私は瞬間移動の効果に満足した。

　王宮から郊外の魔法学校、馬車で一時間以上はかかっていた距離が、ほんの十数秒で辿たどり着けた。

「ありがとう、そしてごめんね。いったん魔法学校の方に戻らないと」

「い、いいのよ。アレクなら……いつでも来たいときに来ていいの」

「ありがとう。じゃあまたね」

　何な故ぜか赤い顔のままのエリザに別れを告げて、もう一度瞬間移動魔法で魔法学校に戻った。

　十数秒で到着した。

　往復の道のり、合わせて馬車で三時間近い距離が一分足らずで行き来できた。

　これなら、普段は離れたところにいても通勤は可能だ。

「で、殿下。今のは？」

　戻ってきた私に、イーサンはおそるおそる、って感じで訊いてきた。

「瞬間移動魔法だよ。試しに皇帝陛下のところに行ってきた。これがあれば授業は――」

「瞬間移動魔法!?」

　驚愕するイーサン、一斉にどよめきだす教師たち。

「どうしたのいきなり？」

「しゅ、瞬間移動魔法といえば遥はるか昔に失われたという伝説の魔法……殿下どうやって……」

　……ああ、そっか。

　賢者の石はあらゆる知識を持ってる、それが人々の間から失われたものであろうと、賢者の石は普通に記録している。

　失われた伝説の魔法。

　そのフレーズが、私に教師たちのどよめきを理解させた。

「「「すごい……」」」

　伝説の魔法を目まの当たりにした教師たちは、一様に尊敬の目を私に向けてきていた。










04◆善人、倍率を一万にしてしまう







　私はイーサンと二人で、魔法学校の中を歩いた。

　名誉校長だけじゃなくて、本格的に授業を受け持つとなると、何が、どこにあるのか、それを把握しておく必要があると思ったからだ。

　それをイーサンに言って、一通り案内してもらった。

　さすがは帝室最後の砦とりでとして作られただけのことはある。

　食料庫とか武器庫とか、建物そのものの造りとか。

　まさしく砦、いや要よう塞さい級と言っていい。

　よく攻城戦には三倍の兵力が必要だと言われるが、ここなら十倍の兵力差でも凌しのげそうだ。

　逆に、ここが反乱軍とかに押さえられたら大変なことになる。

　エリザが私を送り込んだ理由が今更ながらによくわかった。

　そんな感想をおくびにも出さず、私は表面上の感想を口にした。

「すごいね、ここ。ここだけで一つの街みたいだ」

「いざという時陛下に使っていただくためですから、これくらいは。もちろんそんなことは起こりえませんが」

　二人っきりになったから、イーサンはここが砦だということをあっさり認めた上で、私の感想に返事をした。

「こんなちゃんとしてるところで、僕は何を教えたらいいんだろ」

「殿下の思うがままに」

「うーん」

　それが一番困るんだけど。

　私の苦手な魔法を教えろと言われた方がまだ気が楽だ。

　どうするべきか、と考えながら歩いていると。

　学校の敷地内に流れる川の畔ほとりに、一人の女の子がいた。

　今の私より少し年上、一〇歳くらいの女の子だ。

　黒い髪は艶つややかで長く、小さい顔はまるでお人形のように可愛らしい。

　アンジェよりも年上だが、雰囲気は逆に少し幼い。

　そんな女の子は川の畔で、水の入ったコップに向かって手をかざして、むむむ、と唸うなっていた。

　力みすぎるあまりに顔が真っ赤になっている。

「変化がないね」

「ひゃん！」

　私が背後から声をかけると、女の子は比ひ喩ゆではなく、本当に飛び上がるくらい驚いて、ズザザザ、と後ずさって私から離れた。

「だ、誰ですか――あっ、校長先生」

「こんにちは、シャオメイ・メイさん」

　どうやら女の子はシャオメイという名前らしい。

「こんにちは、校長先生。あの、この子は……？」

「失礼ですよメイさん。こちらは本校の名誉校長にして、帝国の偉大な副帝殿下であらせられます」

「えええええ!?　あ、あの副帝殿下様!?」

　シャオメイは更に、ひっくり返るくらい驚いた。

　殿下に様は蛇だ足そくだけど、盛大にびっくりした一〇歳の女の子ならそんなものだろう。

「ごめんなさい！　私、お顔とか全然知らなくて」

「気にしないで。僕がそうなったのは最近だから。それよりも――」

　ついさっきまでシャオメイが手をかざしていた、コップの中の水を見た。

「魔力のチェックをしていたの？」

「……はい」

　うん？　どうしたんだろう。

　魔力のチェックをしているのかって訊きいたら、シャオメイはいきなり表情が暗くなった。

「まだダメなのですか、メイさん」

「はい……」

「どういうことなの？」

「メイさんはどうやら魔力を持たないようです」

「魔力がない？」

「ええ、もう一年近くずっとこうしてテストをしていますが、水に変化が起きたことは一度もありません」

　イーサンはシャオメイが使っていた水の入ったコップを持ち上げて、太陽にすかしてみたり、においを嗅かいだり、指を入れて温度を確認した。

　何かしら変化はないか、とあれこれ見ている。

「私は……やっぱりダメダメです。せっかくお父さんが苦労して私をこの学校に入れてくれたのに……」

「諦あきらめてはいけませんよメイさん。どんな人だって、最初から魔法を自由自在に操れるわけではないのですから」

「でも……こんなにダメなのは見たことないって、みんな言ってます」

　シャオメイは自分の手をぎゅっと摑み、下唇を嚙んでうつむいてしまった。

　確かにそんな話は聞いたことない。

　魔力のチェック。

　普通は一年近くもやってれば、それ自体が訓練になって、水に何かしら変化が起きるものだ。

　それすらないというのは、私の前世の記憶を合わせても聞いたことがない。

　気になって、賢者の石に知識を求めた。

　そんなことはあるのか、どういうことなのか、と。

　賢者の石はすぐに答えを返してくれた。

　私の頭の中に流れ込んでくる知識をもとに、目を凝こらして、シャオメイを見る。

　頭のてっぺんから足のつま先まで。

　すると、指にそれを見つけた。

「……なるほど」

「え？　何かおっしゃいましたか殿下」

「見てて。シャオメイさん」

「よ、よよ呼び捨てで結構です殿下」

「じゃあシャオメイ。手を貸して」

「手……ですか？」

　戸と惑まどうシャオメイ、何をされるのかという不安を顔にのぞかせた。

　彼女はイーサンを見て、イーサンは静かにしかしはっきりと頷うなずいた。

　大丈夫、と無言で励まされたシャオメイは手をおずおずと差し出した。

　人形のような、小さくて白い、柔らかい手。

　私はその手を取って、彼女の薬指に口づけした。

「ひゃん！　な、ななななにを――」

　びっくりしすぎて私の前から飛びのいて、ものすごい勢いで後ずさるシャオメイ。

　勢い余って、背後にある木に背中からぶつかった。

　その、瞬間。

　シャオメイの体から煙のようなものが一気に吹き出した。

　最初は沸騰した鍋の蓋ふたを開けたときの湯気のようにぶわっと吹き出したが、それが落ち着くと、その大量の煙は彼女の身体を包み込んだ。

「こ、これは――？」

「彼女の本来の力だよ」

「本来の？」

「さっき僕が口づけをしたところ、あそこに淀みがあったんだ。右手の薬指、心臓に直結していると言われている指は魔力線の基点でもある。その根元が彼女の場合何な故ぜかせき止められていたんだ」
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「そうでしたか、いえしかし、我々もその可能性を検討しましたが、そういった淀みはまったく見つけられませんでしたぞ」

「彼女の魔力を見て」

　私はシャオメイを指さした。

　彼女は自分の体から出ている魔力を見てアワアワしている。

「コウモリの超音波を知ってる？　あれと同等以上の魔力じゃないと見えないんだ」

「なんと！　ということは――」

「うん、彼女はこの魔法学校で、教師たちも含めて一番魔力量が多いみたいだね」

「そうでしたか……さすが副帝殿下。それを見抜けるとは感服いたしました」

「それよりもシャオメイ」

「は、はひ！」

「その状態でもう一度やってみて」

　私はコップを渡した。

　シャオメイがさっきまでずっとやっていた、魔力チェックのコップだ。

「でも……私なんかじゃ……」

「今のシャオメイならできる」

「でも……」

「名誉校長として保証するから、僕を信じて？」

　シャオメイはハッとしてから、おずおずと手を伸ばして、私の手からコップを受け取った。

　そしてコップに手をかざして、魔力を込める。

「――え？」

「やっぱりね」

「こ、これはどういうことなんですか殿下」

　驚くシャオメイ、私に説明を求めた。

　彼女が持つコップから、水が完全に消えていた。

「シャオメイの本当の魔力が強すぎて、コップの水くらいじゃ測りきれないんだ」

「――はっ！」

　そこは魔法学校の校長。

　予想してなかったことだからすぐにはわからなかったが、言われてその現象を理解できた。

　更に私はシャオメイに。

「コップじゃ無理だから、そこの川で試してみて」

「は、はい……」

　シャオメイはおずおずと川に近づき、手をかざす。

　魔力を送り込んだ結果――川が凍った。

　直前まで水面が太陽を反射してキラキラしていた川が、一瞬にしてカッチコチに凍った。

「うん、シャオメイは氷属性が得意みたいだね」

「……」

　シャオメイはあんぐりと、信じられない、って顔で私と凍った川を交互に見た。

「良かったね、シャオメイ」

「――は、はい！」

　シャオメイは大きく頷いて、まなじりに嬉し涙を浮かべたのだった。




　　　　　☆




「おう！　やったな義弟おとうとよ！」

　翌日、アンジェと一緒に朝起きて、身支度をしてからリビングに行くと、屋敷の主、ホーセンがつかつかとやってきて、私の肩を叩いた。

「ど、どうしたんですかホーセン様」

「昨日魔法学校で起きたことを聞いたぜ。Ａ……いやＳランクに相当する魔法使いの潜在能力を目覚めさせたそうじゃねえか」

「シャオメイのこと？　やっぱりＳランク相当はあったんだ」

　昨日の段階で何となくそう思っていた。

　コップの水を一瞬で消し飛ばし、川を完全に凍らせた。

　私も池を干上がらせたことがあって、それよりも若じやつ干かん弱めだと考えたら、Ｓランクが妥だ当とうなんじゃないかと思った。

「さっそく噂うわさになってるぜ、副帝様で名誉校長の指導力すげえ、ってな」

　ホーセンは相変わらず若者っぽい言葉使いをするが、その分、わかりやすかった。

「すごいですアレク様、さすがです！」

「陛下に頼まれたからね、下手へたなことをして陛下の顔に泥は塗れないよ」

「はい！」

「まあでも、それでちょっと困ったことも起きてるがな」

「困ったこと？　……なんでそれでホーセン様がニヤニヤするの？」

「当たり前だろ。俺は別に魔法学校とは関係ねえから、どんなに困ったことでも素直に義弟すげえ！　って言ってりゃいいのよ」

「なんか悪い予感がするんですが……一体どういうことなんですか？」

　訊くと、ホーセンはさらにニヤニヤして。

「指導力の噂が早速広がって、来年度の入学希望者が殺到してるらしいぜ」

「あっ、そうなんだ」

「倍率は今朝の時点で一万倍を超えた」

「……えええ!?」

　倍率って、あの倍率？

　入試とかの、あの倍率。

「どういうことなんですか、ホーセン様」

　アンジェはよくわかってないので訊くと、ホーセンはさらに解説した。

「希望者が多すぎて、いつもは希望すれば入れるのに、今朝から一万人に一人しか合格出来なくなったんだよ」

「わああ！　すごい！　すごいですアレク様！」

「すごいだろ？　さすが義弟だ」

「はい！　さすがアレク様です！」

　ニヤニヤするホーセンと、目を輝かせるアンジェ。

　二人は、メチャクチャ意気投合していた。










05◆善人、守護竜の石化を解く







　次の日、私は一人で王宮に向かった。

　帝都に来てしばらく経たつ、そろそろいったん実家に帰らないとと思ったのだ。

　私はカーライル男だん爵しやく家け――違った、カーライル副帝家の当主。

　出しゆつ立たつの際は、皇帝陛下に挨あい拶さつしなきゃいけない。そうしないと父上、カーライル公こう爵しやくにも迷惑がかかる。

　まあ、それ以前に。

　普通の人でも帰るときは旅先で世話になった人に挨拶するものだから、エリザに一声かけないとって話だ。

　だから王宮にやってきて、陛下への謁えつ見けんを申し出たが、エリザじゃなくて、顔を見たことのある大臣が出てきた。

「えっと……」

「ライツと申します。副帝殿下」

「ライツさん。陛下はどこに？」

「陛下は王宮にはいらっしゃいません。今朝、守護竜様のところにお出かけになられました」

「守護竜……たしか帝国の建国の際に、初代皇帝陛下にお力を貸したという……？」

「さようでございます」

　大臣・ライツははっきりと頷うなずいた。

　帝国には守護竜伝説がある。

　建国のエピソードとして歴史書にも記されているが、半分伝承となっているものだ。

　なぜなら、建国を境にその守護竜は一度も姿を見せていないからだ。

　本当は箔はくづけのためのはったりだったんじゃないか、という歴史家もいる。

「本日は月に一度の神事、守護竜様に祈りを捧ささげる日なのです」

「そうだったんだ……」

「その陛下より言こと付づけが。副帝殿下が希望するのなら、場所を教えてもいい、と」

「えっと……じゃあ教えてください」




　　　　　☆




　ライツに場所を教えてもらい、私は飛行魔法でそこに向かった。

　瞬間移動の魔法とは違って、鳥くらいの速さで空を飛ぶ飛行魔法。

　それでも馬や馬車で行くよりもずっと速い。

　時間にして一時間弱、草原の上をまっすぐ飛んでいると、遠くに神殿のような建物が見えてきた。

　神殿の入り口に兵士が一部隊そこを守っていたので、私はその兵士たちの前に着陸した。

「副帝殿下！」

　兵士の一人――おそらく隊長の男が私を呼び、それとともに全員が一斉にひざまずいた。

「楽にしていいよ。みんなも陛下を守るのが一番大事だから、僕に礼はいらないよ」

「はっ！」

　隊長の男が応じると、兵士たちはまた一斉に立ち上がった。

　すごく統率された、一糸乱れぬ動き。さすがだ。

「ところで陛下はいらっしゃるの？」

「はっ。殿下がおいでになったとき通すようにと仰おおせつかっております」

「神事だよね。入るタイミングとかは？」

「いつでもいい、とおっしゃっておられました」

「わかった、ありがとう」

　隊長の男にそう言って、神殿の中に入る。

「おぉ……」

　足を踏み入れた途端、外との空気の違いに身震いした。

　今まで一度も感じたことのない空気。

　神秘的で、厳おごそかな。

　そんな不思議な空気が充満していた。

　私は気を引き締めて、神殿の奥に向かった。

　長い通路を抜けると、祭壇がある巨大な空間に出た。

　エリザが一人祈りを捧げていて、そのエリザの前に巨大な竜の石像があった。

「これが守護竜様……」

「来たのねアレク」

　エリザは顔を上げて、振り向いて私に微笑んだ。

「ごめん、邪魔だった？」

「そんなことないよ」

　エリザが大丈夫と言ってくれたので、私は彼女のそばに近づいた。

　広大な空間に二人っきり、靴音がやけに響く。

「すごい石像だね、もしかして初代の皇帝陛下が作ったの？」

「違うよ、これ、守護竜様ご本人」

「ご本人？」

「うん。なんでも帝国を作りあげた時にいろいろあって、それで石化させられたって。以来そのままらしいんだ」

「そうなんだ」

　石化か。

　目の前にいる巨大な竜の石像を見上げていると、私の懐ふところが光った。

「アレク？　何それ」

「これは……」

　賢者の石だ。

　私が肌身離さず持っている賢者の石が勝手に光った。

　意志を感じる。

　珍しく、賢者の石の方から私に語りかけてきた。

　それは、石化解除の魔法の使い方だった。

「ふんふん、なるほど」

「なるほどって、何が？」

「ごめん、ちょっと下がっててエリザ」

「えっ？　うん……」

　なんだかわからないけどアレクの言うことなら――って感じで、エリザは数歩下がってくれた。

　私は改めて竜の石像を見た。

　賢者の石から教わった方法を一度頭の中で再確認してから、手をかざして魔法を使う。

「ちょっと？　アレク何をするつもり？」

「石化を解くんだ。守護竜様だし、解いた方が帝国のためだよね」

「えっ？　なに言ってるのアレク、そんなの無理――」

　訝いぶかしむエリザ、その間に魔法が発動した。

　かなりの魔力を持っていかれて脱力感が私を襲うが、その魔力は無事魔法を発動して、光になって竜の石像を包み込んだ。

　やがて、守護竜の石化が解かれる。

　石だった表面が、徐々に生身らしい、鱗うろこに覆われた体表に戻っていった。

　目も、石像だったときと違って、徐々に光がともる。

　一分もしないうちに、石像から完全に竜の姿に戻った。

　守護竜様はドシン！　と地面にうつ伏せで倒れたが、寝息を立てていた。

　ここで寝息とはちょっと気が抜けるが、石化が解かれたという証拠でもあるから、私は成功したことにほっとした。

　そして、エリザに振り向く。

「……」

「どうしたのエリザ？　そんなに驚いた顔をして」

「そりゃ……驚くわよ」

「驚く？」

　私、なんか変なことをしたのだろうか。

「だって、竜の石化だよ？　ドラゴンほどの生物をずっと石化させたままにするのって、神に匹敵するほどの魔法だってずっと言われてきたもの。だから守護竜伝説は噓だって言う人もいるくらいなのに」

　そういえばその説もあったな。

「これまでだって、腕ききと言われる魔法使いが何十人も石化解きに挑戦したけど、ことごとく根こそぎ魔力を取られて死んでいったの。でもそれをアレクはあっさり解いてしまった……」

「えっと……」

「さすがアレクね……」

　納得するエリザは、熱い目で私を見ていた。










06◆善人、ドラゴンの神になる







　しばらくして、ドラゴンがゆっくりと目を開けた。

　目だけで七歳児の私の体よりも大きかった。

「私の名はカラミティ、空の王カラミティ」

「アレクサンダー・カーライルです」

「エリザベート・シー・フォーサイズです」

　エリザは敬語を使った。

　皇帝でもなく、少女でもない。

　彼女の敬語口調は初めて聞いた。

「フォーサイズ縁ゆかりの者か」

「はい、お初にお目にかかります、守護竜様」

「うむ」

　カラミティは鷹おう揚ように頷うなずいてから、私とエリザを順に見た。

「して、私を長き眠りから解き放ったのはどっちだ？」

「僕だよ」

　私は即答で名乗り出た。

　ドラゴンの目がギョロ、と私だけを見る。

「そうか……運命の者よ、まずは礼を言わせてもらおう」

「運命の者？」

「うむ」

　カラミティはうつ伏せのまま、わずかに顎あごを引いた。

「私は運命の者に逢あうために自みずからを石化させた。いつかこれを解いてくれる者が現れることを願って」

「自分で……だから石化できたんだ……」

　横でエリザが納得していた。

　神にも等しいほどの力をもったドラゴンが何者によって石化されていたのか疑問だったが、本人が自分でやったことなら力的に納得がいく。

　だが。

「どうして自分を石にしたの？」

　力的に納得はできるが、意図はいまだわからなかった。

　私が聞くと、一度は納得したエリザも、また真剣な目つきでカラミティを見つめて疑問への回答を待った。

「怪け我がだ」

「怪我？」

「私の怪我を治してくれる運命の人を待っていたのだ」

「特殊な怪我なの？　呪いとかそういうの？」

　どんな特殊な怪我でも、賢者の石ならば治し方はわかる。

　だから、詳細をまず聞くことにした。

「いや、ただの戦いくさ傷きずだ。フォーサイズのために戦い、一〇万の軍によってたかってやられた、ただの致命傷だ」

「それただのって言わないよ！」

　思わず大声を出してしまった。

　軍勢一〇万につけられた致命傷って……人間のスケールを軽く超越しちゃってる。

　というか、よく怪我だけですんだなあ……。

「腹いせで跡形もなく消しとばしてやった」

　カラミティにまるで心を読まれたかのように、補足説明をされた。

　一〇万の軍勢を「腹いせ」レベルで殲せん滅めつするなんて。

　ドラゴンが生物として遥はるかに超越した存在なのがよくわかる。

　一方で、話はわかった。

　そういうことならば話は早い。

「確認するけど、戦場でつけられたただの傷だよね」

「うむ」

「わかった。致命傷だっていうし、早めに治療した方がいいから、ちょっと荒めにいくね」

　そう言いながら手をかざして、まずは魔力を放出した。

　空中に放出した魔力をこねて、回して、いくつもの魔力球にした。

　純粋な回復属性の白い魔力球。それを一〇個。

　カラミティの体が巨大だから、その生命力に見合う分量としてとりあえず一〇個を作った。

　作った後、まとめてカラミティに押しつける。

　白い魔力球が溶けるように、カラミティの体に吸い込まれていく。

　手て応ごたえはあった。

　最初は何か抵抗を感じたけれど、魔力球の魔力量と回転を増やしたら、すんなりと抵抗を突破することができた。

　全部の魔力球をカラミティに投与すると、ドラゴンは驚いて寝そべっていた地面から顔を上げた。

　さっきまでの気だるそうなのとは違う、機敏な動きだった。

「完治した……だと」

「まだどこか悪い？」

「……」

　カラミティは信じられないものを見るような目で、私を見つめた。

「やっぱりすごい……」

　隣でエリザがそんなことを呟つぶやいた。

　カラミティとエリザ、二人とも驚いていた。

　なんでそんなに驚いてるんだ？

「どうしたの？」

「どうしたのって、わからないのアレク？」

「なにが？」

「ドラゴンってあらゆる魔法に耐性があるのよ。強すぎて、実質すべての魔法が無効になるくらいの耐性」

　エリザの説明を、賢者の石を使って確認。

　神にもっとも近い種族と呼ばれているドラゴンは、エリザが話したようにあらゆる魔法に耐性を持っている。

　そっか、さっきの抵抗はそういうことだったのか。

「そう、だから私の怪我は誰にも治せなかった。治ち癒ゆ魔法も耐性で無効化してしまうのだ」

「なるほど……でもそれじゃなんで自分で治さなかったの？　自分で石化できたんだから治癒魔法も自分ですればよかったじゃない」

「それは無理だ」

　カラミティは器用に口角を持ち上げた。

　見た目にそぐわないドラゴンの表情だが、自じ嘲ちようっぽく笑っているのが雰囲気で伝わってきた。

「私は治癒魔法は苦手だ。必要なかったのでな」

「……そっか、強すぎた弊へい害がいってやつだね」

「まさに」

　カラミティはくつくつと、喉のどを鳴らして笑った。

　そりゃあ、神様みたいに強くて、あらゆる攻撃を無効化するほどの耐性があったら、回復魔法なんて端はなっから覚えないのも納得だ。

「それ故ゆえに私は自分の体を石化させて一切の生命活動を止め、いつかこれを解いてくれる運命の者の存在の出現を待った。その者ならばあるいは、と運命を託すことにしたのだ」

「なるほど」

「それがまさか……これほどの者だったとはな」

　舌を巻くカラミティ、私はようやくわかった。

　無効化するほどの耐性を突き破った回復魔法に驚かれていたんだ。

　カラミティは更に私をじっと見た。

　静かに、じっと見つめてから。

『問おう』

「――え？」

『直接心に語りかけている――問おう』

　慣れないタイプの意思の伝達法に一瞬驚いたが、説明されて納得した。テレパシーの魔法だ。

　カラミティの目を見つめ返して、質問されるのを待つ。

『あなたが神か』

　唐突に問われて虚を衝つかれた。

　前世の査定、ＳＳＳランクの生まれ変わり。

　望めば神にもなれたあの時のことを思い出して、一瞬、ギクってなった。

『それほどの力、私をあっさり治した力。神としか思えない』

『違うよ、僕はただの人間。アレクサンダー・カーライルだよ』

『……』

　カラミティはしばらく無言で、じっと私を見つめた。

　しばらくして、今度は心に直接じゃなくて、声に出して語りかけてきた。

「であれば……ますます運命の者だったということだな」

「そうなるのかな」

「運命の者よ。救われたこの命、そなたのために使いたい」

「恩返しってこと？」

　カラミティは静かに頷いた。

　しかし、その直後に。

「私の主になってくれまいか」

　ものすごい衝撃的な告白をしてきた。

「守護竜様のご主人様に……？　すごい……」

　私も驚いたが、もっと驚いたのはエリザで。

　彼女は私の隣で、見たこともないような顔で絶句していた。










07◆善人、農民を永久に救済する







　エリザと別れて、カラミティの背中に乗って、ホーセン宅に戻ってきた。

　空から庭にアンジェの姿を見つけた。

「あそこに」

「承知した、主」

　カラミティは従順な馬のように言うことを聞いて、旋回しながら地面に降りていった。

　下降するドラゴン、地面に映る影が段々と大きくなる。

　その影に気づいたアンジェが顔を上げて、あんぐりと口を開け放った。

　カラミティが着地した後、私は背中から飛び降りてアンジェの前に立った。

「ただいま、アンジェ」

「お帰りなさいアレク様……あの……それって……」

　カラミティを、ちょっと怯おびえた目で見るアンジェ。

　安心させるという意味も込めて、アンジェの手を取ってカラミティの方に向かって歩き出した。

「紹介するよアンジェ、彼はカラミティ」

「カラミティさん、ですか？」

「カラミティ、彼女はアンジェリカ・シルヴァ。僕の許嫁いいなずけだ」

「お初にお目にかかる、アンジェリカ様」

「初めましてカラミティさん、えっと、アンジェでいいです」

「主のご内室、呼び捨てになどできぬ」

　堅苦しいカラミティ、アンジェはキョトン、と首を傾かしげてから。

「あっ、もしかしてアレク様の配下さんですか？」

「どうもそうらしい」

「わあ、すごいですアレク様。ドラゴンさんを配下にするなんて」

「おおおおお!?　義弟おとうとよ、それってもしかして、我が帝国の守護竜じゃねえのか？」

　暑苦しい声がした。

　ドラゴン飛来の報告を受けたのか、屋敷の主であるホーセンがやってきたのだ。

　彼はカラミティを見て、嬉しそうに目を見開いた。

「そうだよ。守護竜カラミティ――でいいんだっけ」

「主の呼びやすいように」
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　完全に配下、というか僕しもべとして振る舞うカラミティ。

「えええええ!?　守護竜様だったんですか!?」

「はっはっはー。伝説の守護竜を配下につけるたあ、さすが義弟。いやこれくらい当たり前だな、うん」

　お願いだからそんな父上のような納得のし方とハードル上げはやめてくれ。

　親友だからか、ホーセンは父上と本当に似ている。

　そして父上で思い出した。

「ちょっと屋敷までひとっ飛びしてくるよ」

「屋敷って、カーライルのお屋敷ですか？」

「うん。父上に許可をもらわないとね」

「あっ、そうですよね。こんなに大きいドラゴンさんを飼うんですもんね」

「そう、僕はまだ父上のところから独立していない、カーライル公こう爵しやく家けに住まわせてもらってる身だからね」

「ヤツがダメっつったら戻ってきていいぞ。義弟の配下ならいくらでも住まわせてやらあ」

「ありがとうございますホーセン様。では、ちょっと行ってきます」

　私はひょいとカラミティの背中に飛び乗った。

「もうひとっ飛びお願いね」

「承うけたまわった」

　カラミティは翼を羽ばたかせて、大空に飛び上がった。

　実家、カーライル領がある方角を指示すると、そちらに向かって勢いよく飛び出した。

　普通の鳥の約三倍、ものすごい速度だ。

　馬車でちょっとした旅になった帝都と実家までの距離を一瞬で駆け抜けた。

　さっきと同じようにゆっくり旋回して庭に降りていくと、窓の一つから父上の姿が見えた。

「カラミティ、あの男の人がいる窓のそばに行って」

「承知」

　命令通り、カラミティは窓に横付けしてくれた。

「父上……あれ？」

　窓にノックする直前に、私は父上の様子がおかしいことに気づいた。

　珍しく、父上が悩んでいるように見えたのだ。

　あの父上が悩むなんてよほどのこと、なにがあったんだろう。

　そう思っていると、先に父上がこちらを向いた。

　横付けしたカラミティの巨体で窓からの日差しが遮さえぎられて、部屋が暗くなったので気がついたのだろう。

　振り向いた父上は、私を見て驚く。

　立ち上がって窓を開けると、カラミティの姿を目にして再び驚く。

「ア、アレク。なんだそれは」

「父上にご紹介するね」

　私は窓から室内に入って、一連の事情を説明した。

　エリザに副帝に取り立ててもらったことと、守護竜であるカラミティの石化を解いて、配下にしてしまったこと。

　帝都で起きた出来事を一通り話した。

「おおお！　さすがアレク。私の想像したとおりだ」

「想像したとおり？」

「うむ！　アレクほどの男、陛下ならば譲位か副帝を考えるであろうと思ったのだ」

「えっと……」

　苦笑いした。

　帝都に行く前にこれを聞いていたら「いつもの父上だなはいはい」で済んだ話だけど、実際に副帝にしてもらったことで、なにも言えなくなってしまった。

　だから私は話をそらした。

「それよりも、父上は何を悩んでいたんですか？」

「なんでもないよ――いや、アレクにも聞いてもらうか」

「うん、なんでも言って」

「実は、今年が好天続きでな、領内の農作物の収穫が例年よりも遥はるかに多いのだ。大豊作だよ」

「いいことじゃないですか」

「それが豊作すぎてな、作物がだぶついた。このままじゃ価格が暴落してかえって農民が損するので、だぶついた分だけでも買い取ろうかと思ったんだが……」

「だが？」

「買い取ること自体に問題はないが、保管場所の問題がある、それに管理にも人を使う。買い取ってそのまま処分するのも手だが……と悩んでいたのだ」

「なるほど」

「それに生産調整させるかも悩みどころだ。作りすぎたから控えろ――といって来年の出来高が悪かったら目も当てられない」

　父上の悩みと狙ねらいがわかった。

　何かできることはないか、と考えた。

　私はある案を立ててから、賢者の石で実現可能かどうかを訊きいた。

　答えは、私の魔力なら可能だということ。

　だったらやるしかない。

　実現するために必要なものは、と訊くとカラミティの協力が必要だと言われた。

　それを聞いて、窓の外に滞空しているカラミティに振り向いた。

「カラミティ、悪いけど、爪を一本もらえるかな」

「承知した」

　カラミティはまったく迷うことなく、自分の――ドラゴンの爪を一本折って、私に差し出した。

　それを受け取って、魔法で作り変える。

　ドラゴンの爪がみるみるうちに薄く伸ばされていき、布みたいになった後、それを魔力で縫い合わせて、袋を作った。

「できた」

「それはなんだアレク」

「父上の机を借りるよ」

　一言断ってから、父上の執務机を袋に入れた。

　七歳児の私が普通に持てる小さな袋に、立派で大きな執務机が吸い込まれた。

　あきらかにありえない出来事に父上が盛大に驚いた。

「な、なんだそれは？」

「収納袋だよ。中の広さは持ち主の魔力に比例する」

「持ち主の魔力――おお！　つまりアレクが持てば世界と同じくらい広いのか！」

　いやいや父上、なんでいきなり元気を取り戻したらそうなるんですかあなたは。

　私は苦笑いして、続けた。

「世界ほどじゃないですけど、かなり広いです。それに」

「それに？」

「魔力に比例して、時間の流れが遅くなります」

「なるほどわからん！」

　父上は胸を張った。

「つまりこの中に入れたものは腐らないということです。私が使った場合、ほぼ時が流れないのですから」

「おおお！」

「ということで、父上。だぶついたものを全部買い取ってください。領地にある、すべてを」

「なるほど！　アレクが保管してくれるのだな！」

「はい」

　私は頷いた。

　そして、更にその先の構想を話した。

「これからも買い取りましょう、僕が保管します。容量は……たぶん領民全員の必要分を五年間まかなえるくらいは入りますので、普段から備蓄して、もしも飢き饉きんが起きたりしたときに放出すれば、領民は助かります」

「おおおおお！　さすがアレク、そこまで考えてくれたか！」

　父上は大興奮した。

「さすがアレク、稀き代たいの名君の素質十分――いやすでにそうなっているな！」

　父上のいつものそれに苦笑いした。

　こうして、カラミティの爪で作った袋のおかげで。

　カーライル領は生産調整させることなく、農民たちは毎年安定した収入を得られるようになったのだった。

　問題があるとすれば、たった一つ。

　買い取りと備蓄のあれこれを、父上がアレクシステムと名づけると同時に、収穫祭もアレク祭と名称を変えられて。

　この先毎年、収穫の季節のたびにちょっと恥ずかしくなるってことだった。










08◆善人、農業改革をする







　時が流れて、私は九歳になった。

　賢者の石で効率的に勉強ができるようになって時間が余ったこともあり、また、副帝に任命されてエリザのために何かしたいって思うようになったこともあって。

　私は、少しずつ父上の領地経営を手伝うようになった。

　この日も屋敷から歩いて二日ほどの距離にある、サイケ村というところに来た。

　収穫の季節、だぶついた作物の買い取りのためだ。

　村の畑に積み上げられた、余よ剰じよう分の作物をまとめて袋に吸い込むと。

「な、なんダスかそれ」

　この村の村長、ダニーと名乗った男が盛大にびっくりしていた。

　アレクシステム（やっぱり恥ずかしい）ができて以降、この村は今年が初めての豊作のため、これを見るのは初めてだからだ。

「魔法で収納したんだ、じゃなかったら僕一人で来てないよ」

「な、なるほどダス……」

　ダニーは驚きつつも納得した。

　私は袋を見た。

　魔法の収納袋に吸い込んで、永久備蓄した農作物はかなりの量だった。

　人口千人くらいの街だったら、まる一年分はあるという量。

　あれから二年、発案した責任者という意味も込めて買い取りを担当した私。

　二年の間で相当の量にまで。

「すごいダスな、やっぱりお貴族様はワスらと違うダス。魔法でそんなことができるなんて考えもしなかったダス」

　感動してるダニーに微笑みながら、別の袋――魔法効果のないただの小袋を彼に渡した。

「はい、これは代金ね」

「ありがとうございますダス」

　ダニーは袋の口を開けて、中身を確認して――別の意味で感極まった様子を見せる。

　食糧の備蓄を担当してわかるようになったことだが、農民はこういう臨時収入が入る機会が本当に少ない。

　牛とか鶏にわとりとかを飼ってる農家ならちょこちょこ牛乳や卵で収入があるけど、畑作だけの農家ならワンシーズンに一回、収穫の時期にしか収入がない、なんてのもあり得る。

　それもあって、父上――カーライル公こう爵しやく家けが余剰の食糧を買い取る政策はものすごく歓迎された。

「ところで……あっちのはいいの？」

　私は少し離れたところにできている小山を指さした。

　高く積み上げられたのはどうやらジャガイモのようだ。

「ああ、あれはダメダス。腐ってるものダスよ」

「腐ってるんだ？」

「ダス」

　ダニーはそう言って小山に近づいていった、私も後を追った。

　小山のそばにやってくると、彼はイモを一つとって、私に渡した。

「本当だ、腐ってる」

「作物はみんなばらばらに育つダス、一番多く収穫できる時期に取り入れ作業を合わせると、どうしてもせっかちなのがもう腐った後になるダスよ」

「そうなんだ。じゃあこれは捨てるの？」

「んにゃ、肥料にするダスよ。このまま腐らせて、土の養分にするダス」

「なるほど」

「最近は肥料が足りなくて、これも重要な財産ダス」

「肥料足りてないの？」

「本当に領主様さまさまダス」

　ダニーはまたまた私に頭を下げた。

　どういうことなんだろう。

「領主様が余った分も買い取ってくれたからダス、もともと余ったのも腐らせて肥料にしてたダス」

「そっか」

「そのせいで肥料が足りなくて嬉しい悲鳴ダス。これも次の種イモの植えつけまでに肥料にならないから密ひそかに困ってるダス」

「腐るのが間に合わないの？」

「ダス」

　頷うなずくダニー。

　その顔は本気で困っている顔だ。

「だから次の収穫量は多分減るダス」

「……肥料になるのが間に合えば、収穫量が上がる？」

「そりゃ上がるダスが……」

　なんで？　って顔で私を見た。

　私は少し考えて。

「ちょっと待ってて」

　とダニーに言った。

　魔法を使う、瞬間移動の魔法。

　体が空中に引っ張られる、ものすごい勢いで空に向かって落ちていき、放物線を描いて頂点に達した後、今度は地面に向かって普通に落ちた。

　一瞬でカーライルの屋敷に戻ってくると、庭にアンジェとカラミティの姿を見つけた。

「あっ、アレク様お帰りなさいです」

「ただいま。またカラミティに練習相手になってもらってるの？」

「はい！」

　アンジェは無邪気に頷いた。

「もっともっと治ち癒ゆ魔法を磨いて、守護竜様も治せるようになります」

「そうか、頑張ってね」

「はい！　えへへ……」

　いつものように頭を撫なでてあげると、アンジェは嬉しそうに目を細めた。

　アンジェは努力家だ、この分ならそのうち、本当にカラミティの耐性も突破するほどの治癒魔法を使えるようになりそう。

　そうなったら世界一の治癒術士だ。

　しばらく撫でた後、本来の目的を果たすべく、カラミティに話しかけた。

「カラミティ、悪いけど、爪をもう一本くれないかな」

「造ぞう作さもないことだ、主よ」

　カラミティはまったく躊ちゆう躇ちよなく、爪を折って私にくれた。

　それを受け取って、前と同じように魔法の収納袋を作る。

「ありがとうカラミティ。アンジェも頑張ってね」

「はい！　アレク様もお仕事頑張ってください！」

　愛らしいアンジェと忠誠心一〇〇パーセントの武人っぽいオーラのカラミティに見送られて、再び瞬間移動魔法を使って、サイケの村の畑に戻ってきた。

「わわ、どこ行ってたダスか」

「ちょっとね。それよりも、この村で一番魔力が低い人って誰かな」

「魔力ダスか？　それならワスダス」

「一番？」

「一番ダス」

　ダニーははっきりと頷いた。

　農業で身を立てているからか、魔力が低いということになんら恥じる様子はなかった。

「わかった、じゃあこれをあげる。ここに十本の指を順番に押していって」

「はあ……こうダスか？」

　ダニーは私の指示通り、袋の一点に、十本の指を順に押していった。

「うん、これで登録完了。これでこの袋はあなたの持ち物になったよ」

「はあ……で、なんダスかこれ」

「そこのイモを一つ入れてみて、入れたらすぐに取り出していいよ」

「こうダスか……うええええ!?　い、一瞬で腐ったダス」

「うん。それで肥料になる？」

「な、なるダスが……おお、腐り始めのも入れるとすぐに腐るダス」

　ダニーは次々とイモを入れて、腐らせて取り出して、興奮していた。

　その袋は、私が使ってる魔法の収納袋とまったく同じものだ。

　魔力が膨ぼう大だいな人間が使えば中の時の流れが止まって備蓄物は腐らないが、逆に魔力がほとんどない者が使ってしまうとものすごい速さで腐ってしまう。

　それを利用して、肥料生産用としてダニーに渡した。

「これなら肥料も間に合うね」

「はいダス！　ありがとうダス！　これでもっともっと収穫量が増えるダス」

「頑張ってね」

「貴族様はワスらの神ダス！」

　ものすごくお礼を言われた。




　　　　　☆




　この一件の後、サイケの村に限らず、ほかの村も余剰分買い取りのおかげで肥料が間に合ってないことを知った私は、袋――肥料生産装置を量産して、訪ねる先々の農村に配ることにした。

　次の年、カーライル公こう爵しやく領りようの収穫量が更に上がって、農村にちょっとしたバブルが到来することになるのだった。










09◆善人、おっかけのファンに気絶される







　ある日の昼下がり、エリザと一緒にモレクの街に出た。

　二年前に知り合って、副帝に任命されてから、彼女はちょこちょことカーライル公爵領に遊びに来るようになった。

　そして遊びに来た時は、いつもこうして私がつきそっている。

　皇帝の外遊、もてなすのが領主の父上ではない理由は――

「公爵だとかしこまられすぎていや」

　ということらしい。

　今日も彼女は帝服じゃなくて年頃の女の子らしい綺麗な格好をしている。

　つまり完全お忍びモードで、私に案内をさせているというわけだ。

　ちなみに。

「あーら陛下、今日も男だん爵しやく様と視察？」

「そうよ。それから男爵じゃなくて副帝」

「そうだったそうだった。ごめんなさいね副帝様。いやあおばちゃん、こんなちっちゃい頃から見てるからさ」

　市場のおばちゃんにつかまって、からかわれた。

　いやいや、指で輪っか作ってちょこんと間を開けてるけど、そんなサイズなのは母上の胎はらの中にいるころだから、まだ生まれてないから。

　こんなふうに、街の――特におばちゃんと呼ばれるような人種の間では、エリザは皇帝であることがすっかりばれている。

　エリザ本人も、たとえばれても、固苦しい扱いをされないというのなら気にしないってスタンスだから、おばちゃんたちとは上手うまくやってる。

「そうそう、新しい商品が入ったの。はいこれ」

「これは――貝かい殻がら？」

「そう、陛下知ってる？　こういう二枚貝ってぴったり合うものは最初からくっついてるペアだけで、世界中のどこを探しても同じものはないって」

「へえ、そうなのアレク？」

「うん、そうだね」

　念のために肌身離さず持っている賢者の石に訊きいてみたけど、そのとおりだという答えが返ってきた。

　私が（賢者の石で）知識豊富なのを知っているから、エリザはこうして何かあると私に確認してくることが多い。

「でね、この貝は――ほらここ、このくっついてる根元を補強してるでしょ、別れないように。これを持ってると、思ってる相手と両想いになれて、その上絶対に離れないっていう縁えん起ぎ物ものなんだよ」

「絶対に離れない……」

　おばちゃんのセールストークを復唱して、何な故ぜかちらっと私を見たエリザ。

「ほ、本当に別れないのかしら」

　エリザは耳の付け根まで顔を赤くして、二枚貝を左右にグイグイっと引っ張ってみた。

　縁起物として頑がん丈じように作られているらしくて、エリザが引っ張ったくらいじゃびくともしなかった。

「これ、離れない方がいいの？　それとも肌身離さずに持ってて、ある日割れた時思いが遂とげられるとか、そういうのなの？」

　ふと気になって、私はおばちゃんに訊いてみた。

　おまじない系は、私が言ったようなパターンもある。

「やだねえ副帝様、思い合う二人だよ？　離れない方がいいに決まってるじゃないのさ」

　おばちゃんは私の肩をパンパンと叩いた。

　さすがおばちゃん、力加減に遠慮がない。

　が、答えは明快だった。

「それじゃ――」

「ちょっと待って」

　どうやらエリザは買おうとしてるみたいだけど、私は待ったをかけた。

　きょとんとするエリザに、私は彼女が持っている貝に魔法をかけた。

　シンプルな魔法、ものの強度を上げる魔法だ。

「これで大丈夫、たとえドラゴンに踏まれても壊れない程度の強度になったはずだよ」

「おお、さすが副帝様。良かったねえ陛下」

　おばちゃんは豪快に笑って、今度はエリザの肩を叩きだした。

　恐れを知らないおばちゃんの行動、先代の皇帝なら不敬罪で打ち首にしただろう。

　でもエリザは怒らなかった。

「あ、ありがとうアレク……大事にするわ」

　むしろはにかみながら、嬉しそうに私が強化した貝を大事にそうに抱かかえた。

　縁起物の二枚貝を購入した後、再び街中を歩いて回った。

「ありがとうおばちゃん！」

　ふと、騒がしい市場の中でも、よく通る声が耳に入ってきた。
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　声の方を見た、一二、三歳くらいの女の子が一人、食料の買い出しをしていた。

　抱えている紙袋で顔の半分まで隠れている。家族が多いのだろうか。

　さっきのおばちゃんとは別の人だが、「おばちゃん」というくくりでは同じ人種だった。

「元気がいいね、これオマケするから、食べてもっと元気になって」

　そう言って、紙袋に更に食料をオマケで詰め込んだ。女の子の顔が更に隠れて見えなくなりそうだ。

「ありがとう！　やっぱりいい街だねここは、アレク様の街だからかな」

　うん？

　私の名前が出たけど……どういうことなんだ？

　よく通る女の子の声はエリザにも聞こえたらしく、彼女は立ち止まって、私をちらっと見て、女の子を見た。

「なに？　アレク様のお知り合い？」

「――しっ!?　ししししし知り合いだなんてとんでもない！」

　おばちゃんにそう訊かれると、さっきまで普通に話していた女の子が、急に顔から火を噴きそうな勢いで赤くなって、目をバッテンにして思いっきり否定した。

「会ったことないです、ただ憧あこがれてるだけなんです！　すごくお慕したいしていて、せめてアレク様の民たみになりたくて引っ越してきたんです！」

「そうなんだ。おっ、そこにいるのはアレク様じゃないか、噂うわさをすればなんとやらだねえ」

「――えっ？」

　顔見知りのおばちゃんに見つかったので、私はにこやかに歩いて、近づいていった。

「今の聞いてたかい？　この子、アレク様のファンなんだって」

「そうなの？」

「……」

　女の子は錆さびついたゴーレムのようなぎこちない動きで、私の方を振り向いた。

　そして、まなじりが裂けるんじゃないかって心配になるくらい目を見開いた後――。

「――きゅう」

　と、白目を剝むいてそのまま倒れた。

「ど、どうしたんだい？」

「アレク？　何かしたの？」

　エリザが横に並んできて、非難するような目を向けてきた。

「そんなことしないよ。顔が赤いし日射病なのかな……とりあえず回復魔法かけてみる」

　手をかざし、小石サイズの白い魔力球を作って、女の子に与えた。

　魔法はすぐに効いて、女の子はゆっくりを体を起こした。

「大丈夫かい？」

　おばちゃんが訊く。

「おばちゃん……、私、いい夢を見た気がする。アレク様と目と目が合ってしまう夢」

「それ夢じゃないよ。僕ちゃんとここにいるから」

「えっ――――きゅう」

　女の子とまた目が合って、再び気絶された。

「えっと……どうしたのかな」

「……アレク、私たちは少し離れましょう」

「はあ……」

　訳がわからないけど、とりあえずエリザの言うとおりにした。

　エリザがおばちゃんに何か耳打ちした後、二人でそこから距離を取った。

　おばちゃんに起こされた女の子は、おばちゃんに話を聞かれ、私たちの方をちらちら見た。

「話してる内容、聞こえる？」

「えっと……僕の実物はまぶしすぎて、つい気絶してしまった……だって」

「そう、まあそんなとこじゃないかと思ってたわ」

「そうなの？」

「憧れすぎる人を前にすればそうなるものよ」

「はあ……あっでも、こっち見た。もう慣れたのかな」

「話をしに行く？」

「そうしよう」

　エリザにそう言って、おばちゃんと女の子のところに戻ろうとしたが。

「――きゅう」

　ある程度の距離まで近づくと、彼女はまたまた気絶してしまった。

　本日三回目の気絶だ。

「これって……もしかして」

「そうみたいね。どうやら五メートルくらいまで近づくと気絶するらしいわね。遠目なら大丈夫だけど近づくとだめ、と」

「そ、そうみたいだね」

　また起きたときに四回目の気絶されると女の子の体にも良くないから、このまま立ち去ることにした。

　少し離れたところで、エリザが言ってきた。

「あなたの民になりたい、直じかに会ったら気絶するくらいのファンよ。何か記念になるものをあげたら？」

「その方がいいかな」

「好きな人からものをもらうと嬉しくなるものよ」

　エリザの言葉はなぜか実感が籠こもっているように聞こえた。

　でもなるほど、それはそうかもしれない。

　私は少し考えて、いつも買い物に使ってる羊よう皮ひ紙しを取り出して、「ありがとう、嬉しいよ」という簡単な言葉と、私のサインを入れた。

　それをエリザに見せて。

「これでいいかな」

「いいんじゃないの」

　頷うなずくエリザ。

　そうしていると、女の子は三たび目を覚ました。

「大丈夫なのかい？」

「う、うん……」

　女の子とおばちゃんの話し声が聞こえるけど、さあどうしようか。

　いま渡しに行くとまた気絶されるかもしれない。

　この紙、どう渡そうか。

「貸して」

「え？」

「私が代わりに渡してきてあげる」

「いいの？　じゃあ……お願い」

「ん」

　エリザは羊皮紙を受け取って、スタスタと女の子に向かって歩いていった。

　そして、彼女に羊皮紙を差し出し。

「これ、彼からの贈り物」

「……」

「どうしたの？」

　エリザは女の子に無言でじっと見つめられて、首を傾かしげる。

「あの……もしかして皇帝陛下――なんてはずないですよね、あははあたしったら、陛下がこんなところにいて、しかも使いっ走りみたいなことを――」

「いや、正しよう真しん正しよう銘めいの陛下だよ」

「――ふぇっ！」

　おばちゃんが気さくに言うと、女の子は変な声を出してしまった。

「本物の陛下……？」

　女の子は呟つぶやき、私の方を見て。

「……に、使いっ走りを、させた？」

　そして、しばらくポカーンとしてから。

「しゅ、しゅごい――きゅう」

　と、またまたまた、気絶してしまったのだった。










10◆善人、天災を阻止する







　エリザが帝都に戻ってからも、私は領内の視察を続けた。

　袋を魔力の低い領民に与えて、逆の効果である腐敗加速で肥料を作る方法を広めるため、そして何かの発見で更に収穫量を上げられないかという狙ねらいのため。

　私は以前にも増して、領内の農地を見て回るようになった。

　この日はリネトラという村にやってきた。

　畑は青々としていて、領民たちがせっせと手入れをしている。

「どうですかねアレク様」

　私の相手をする、村の代表のソルという青年が訊きいてきた。

「順調そうだね、見たところ豊作の予感がする」

「そうですね、今年は天気もいいですし、順調に育ってます。それもこれもみんなアレク様、それに公こう爵しやく様のおかげですよ」

　ソルと一緒に歩きながら、農地の先にある村の中心部にやってきた。

　何軒かの家が工事をしているのが目に入った。

「あれは？」

「本当にアレク様に感謝です。あなた様のおかげで貯金できた者も多くて、最近は家を建て直し、それで結婚するのがブームなんですよ」

「なるほど、それはいいことだね」

　賢者の石に頼るまでもなく、前世の記憶で知っている。

　ちゃんとした家――資産があると嫁に来てもらいやすいし、そもそも結婚式はお金がかかるもの。

　それができる、ブームになるほど領民が潤うるおうのはいいことだ。

　リネトラの村にも袋を預けて、肥料生産で更に収穫量を上げさせよう――と思った、その時。

「た、大変だ！」

　私とソルの前に、別の男が血相を変えて駆けてきた。

　途中で石にけつまずいてバランスを崩し、私たちの前へ半ば転がり込んでくる、って形になった。

「どうしたんだ？」

「ロ、ローカストだ！」

「なに!?」

「ローカストが出たんだ、まっすぐこっちに来る！」

「なんだって!?」

　村の二人は、まるで世界の終わりが来たかのような、絶望の表情をした。




　　　　　☆




　飛行魔法を使って、空中から大地を見下ろした。

　えげつない光景だ。

　地平線の向こうから、巨大な四本足の生物がのっしのっしと歩いてくる。

　小山ほどの大きさだが、動きが遅くて、取り立てて悪意も感じない。

　巨大な草食獣、そんな感じの生き物。

　が、その体から放たれているオーラがとんでもなかった。

　オーラに触れたすべての植物が一瞬にして枯れた。

　周りにいる鳥や獣たちは何が起きたのかわからずにポカーンとしている。

　植物だけが枯れ、動物には何も害がない。

　そのオーラを放ちながら、四本足のモンスターはズンズンと直進する。

　ローカスト。

　あらゆる植物や、植物由来の物を腐らせる、天災級モンスターの一体だ。

　その進む先に、リネトラの村がある。

　ローカストの進行ルート上の植物はすべて枯れた、このまま進めばリネトラの作物は全滅する。

　私は一度着地して、悲嘆に暮れているソルに言った。

「一応みんなを退避させて」

「わ、わかりました。アレク様は？」

「僕は……なんとかしてみる」

「えっ？　そんな危険です！」

「人間そのものには被害は出ないんでしょ？　大丈夫、行ってくる」

「あっ――」

　ソルが止めようとするのを振り切って、飛行魔法でローカストに向かって飛んでいった。

　近づくにつれどんどん巨大に見えてくるローカスト。

　射程距離に入った頃には、実家の屋敷よりも巨大な、山そのものが動いているような化け物の姿に圧倒される。

「悪いけど……止める！」

　魔力を放出、皿回しの要領で魔力球を作る。

　ローカストのことを訊いたら、賢者の石は、

「撃退は不可能、あらゆる攻撃を無効化する」

　と告げてきた。

　それでもどうにかして倒そうと、七色の魔力球をぶつけた。

　炎、氷、風など――七つの属性がローカストを直撃した――が。

　びくともしなかった、手て応ごたえがまったくしない。

　攻撃されたのにそれにも気づいていないって感じで、ローカストは更に植物を腐らせながら、こちらに進んでくる。

「――っ、服が！」

　攻撃するために近づいた私にも被害が出た。

　体はなんともないが、着ている服が腐って、ボロボロになった一部が朽くち果てた。

　慌あわてて飛行魔法で距離を取った。

　七つ同時攻撃が効かないのなら、今度は一点集中だ。

　小出しじゃない、ほぼ全魔力を出して、それをこねくり回して、巨大な赤色の――炎の魔力球にした。

　平均的な民家よりも巨大な魔力球を投げつける。

　ローカストは炎上した――が数秒で炎が消えた。

　やっぱり何事もなかったかのように、ただ進む。

　ひたすら進む。進んで、進行ルート上のありとあらゆる植物を腐らせる。

　ローカスト。

　存在するだけで天災をばらまくモンスター。

　このままじゃ順調に育った畑が呑まれる、ローカストのオーラに腐らされて全滅する。

　どうする、どうすればいい。

　私が悩んでいる間もローカストは村に近づいていく。

　距離が縮まり、着ている服が再度腐食オーラの影響を受けて、更にボロボロになった。

　ポトッ、何かがボロボロになった服に空あいた穴から地面に落ちた。

　袋だ。

　カラミティの爪から作った袋。必要ならこの村にも肥料作り用に与えようと思って用意した新しい袋だ。

　ボロボロになった服とは違って、それはまったくの無事だった。

　拾い上げる、なぜなのかって思ったら、下に向いた視線が無傷の革靴を捉とらえた。

「そっか、この袋も革靴も材料は動物由来だから影響を受けないんだ――」

　動きが止まった、視線が袋に釘付けになった。

　もしかして……という思いが頭をよぎる。

　その間もローカストは前進を続けている、迷っている暇ひまはない。

　悩むよりもまずやってみる。

　私は意を決して、ローカストに突っ込んでいった。

　そうしつつ、袋を自分用に登録する。

　近づくにつれ、服が加速度的に朽ちていったが、気にしない。

　とにかく直進して、ローカストに触れた。

　すべての植物を腐らせる天災モンスターでも、触れるだけなら人間には害はなかった。

　そのまま、摑んで――袋に入れた！

　体の皮がちょっと伸びて袋に入ると、それが呼び水になったみたいに、ローカストの全身がものすごい勢いで袋に吸い込まれていった。

　持ち主の魔力次第で容量が大きくなる袋。

　その袋は、小さな山ほどもあるローカストの巨体をまるまる呑み込んだ！

「……」

　袋を閉じる、しばらく様子を見る。

　生き物を入れるのは初めてだが、ローカストが出てくる様子はなく、腐食オーラが漏もれる気配もない。

　どうやら……倒すのは無理だったけど、捕獲できたようだ。

「アレク様！」

　背後から声がした、振り向くと、リネトラの村民全員が走ってくるのが見えた。

「ローカストがいない……何があったんですか？」

「まさか本当にローカストを倒したんですか？」

　リネトラの村民は全身、瞳を輝かせ、期待の眼まな差ざしを私に向けた。

　農民にとって嵐よりも遥はるかに恐ろしいであろう、天災ローカスト。

　それを私が――

「うん、もう大丈夫」

「「「おおおおお！！！」」」

　歓声が上がった。

　ソルとほかの何人かの男がいきなり私を担かつぎ上げて、胴上げをしてきた。

「さすがアレク様」

「副帝様ありがとう！」

「すげえ！　そんなの聞いたことねえ、すげえ！」

　私はしばらくの間、リネトラの村民たちに胴上げをされ続けた。

　何はともあれ、作物が無事で本当に良かった。
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11◆善人、同盟の盟主になる







　カーライルの屋敷、父上の執務室。

　ローカストの被害報告が各地から父上のもとに上がってきた。

「どうだったんですか父上」

「我がカーライル領は無事だ、ヤツが領内に現れてすぐさまアレクが退治してくれたからな。まあ、梅雨つゆが例年より数日延びた程度の被害だろう」

「それはよかった……でも父上？　それならどうしてそのように複雑そうな顔をしているんですか？」

「うむ、カーライル領は大丈夫なのだが、シルヴァ領がな」

「シルヴァ領……アンジェの実家がどうしたんですか？」

　アンジェリカ・シルヴァ。

　私の許嫁いいなずけ、可愛いアンジェ。

　シルヴァ領とは、彼女の父親であるシルヴァ準じゆん男だん爵しやくの領地だ。

「準男爵の領地はもろにローカストの進行ルート上にあってな。作物は『文字通りの全滅』だそうな。今年は収穫も収入もゼロになる」

「そうなんですか……」

「備蓄分も丸ごと腐らされたらしい。それに木造の建物なんかも……」

「恐ろしいモンスターです。通過しただけで問答無用にこれほどの被害を……まさに天災」

「そうだな、そしてそれを退治したアレクはやはりすごい！　もはや救世主の域だ」

　一人でテンションを上げる父上。

　私は少し考えて、父上に言った。

「父上、ご相談があります」

「おお、私のうかつ者が、そうだな、祝勝パレードをするべきだな――」

「そんなことはしなくていいです」

　私は真ま面じ目めなトーンで父上の思いつきを却きや下つかして、その前に袋を置いた。

　カラミティの爪で作った、魔法空間に繫がる食糧備蓄用の袋だ。

　余剰分の買い取りと管理を任されているので、私の手元にあるのだ。

「カーライル領で備蓄している食糧、被災したシルヴァ領に支援させてもらえませんか」

「……」

　父上はあんぐりと口を開けて、絶句した。

　やっぱりダメか。

　この袋は小さいが、入ってる食糧はとてつもなく膨ぼう大だいな量だ。

　ここ二年間の余剰分をコツコツ買い取った結果、すでに数千人程度の都市なら一年間はまかなえるほどの量がある。

　当然、相応の金もかかっている。

　それを支援に使うというのだから、絶句の一つもするだろう。

　しかたない、ほかの方法を考えよう、と思ったとき――。

「おおおおお!?」

「ど、どうしたんですか父上」

　いきなり父上が泣きだした。

　雄お叫たけびを上げ、文字通り滝のような涙を流して号ごう泣きゆうする。

「さすがアレクだ！　そのやさしい心、もはや神の領域！」

「え、えっと……」

「うむ！　援助すべきだな」

「あっ、いいんですね」

「愚ぐ問もんッッッ！」

　父上は拳を握って力説した。

　涙は止まったが頰を伝う跡がキラキラしている。

「アレクが善政を敷いて人々から称たたえられることを止めるはずがない！」

「な、なるほど」

　父上らしい理由だった。

「よしやれアレク！　備蓄分を全部ばらまくんだ！」

　いつもの父上だが、ノリノリなのが今はありがたい。

　私はカーライル領で備蓄した食糧を、シルヴァ領の災害救助に使うため、まずは文書にしたため、それをシルヴァ準男爵のもとに届けさせた。
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　一カ月後、屋敷の中。

　応接間に私と父上、そしてもう一人の青年がいた。

　二十代後半の、キリッとした顔つきの、人のよさそうな青年貴族。

　アンジェの父親であり、ゆくゆくは私の義父ちちになるであろう、シルヴァ準男爵その人だ。

　義父上は深々と腰を折った。

「この度たびは食糧を支援していただきありがとうございます。領民になりかわり、副帝殿下に深く御おん礼れい申し上げます」

「そんなにかしこまらないで、アンジェのお父さん」

　私は「アンジェのお父さん」を強調するように言った。

　公式の場だと私は副帝、父上は公こう爵しやく、義父上は準男爵で、立場には天と地ほどの開きがある。

　しかし「アンジェのお父さん」なら、そういう地位の差とかを取っ払って、フランクに話すことができる。

　ここにこの三人しかいないのならその方がいい。

「……ありがとうございます。その歳にしてその聡そう明めいさ。親ながら許嫁に選んでいただけたアンジェが誇らしい」

「それだけじゃないぞ。準男爵には悪いが、そっちでは手も足も出せなかったローカストを退治した勇猛さも兼ね備えている」

「さすがでございます。アレク様ならば公爵家を……いえ。副帝殿下なのですから、帝国は今後数十年は安あん泰たいでございますね」

「よくわかってるじゃないか準男爵よ」

「これほどの御子に恵まれた公爵様が羨うらやましい」

「うむ、私はきっと前世で聖人クラスの善行を積んできたに違いない」

「いずれ娘を嫁がせられる私も、それなりにいいことをしてきたのでしょう」

　父上と義父上は意気投合した。

　父上が私の自慢をして、義父上が興味津しん々しんに聞いて、相づちを打つ。

　そんな形ができあがって、二人は十年来の親友かのように仲良くなった。

「しかし……これほどのアレク様、いまだに領地を持たないのが残念、いえもったいないですね」

「私もずっとそう思っているのだが、妻に止められていてな。アレクならばいつでも世に出ることができる、焦あせるな。とな」

「なるほど、わかります！　しかしそれでは我々の気が済みません」

「わかってくれるか！」

「ええ」

　……。

　これって、あれかな。

　父上が教祖の「アレク教」に信者が増える流れなのかな。

「――そうだ、公爵様。それぞれ何かあったときのため、また領地統治のために、貴族同士で同盟を組む者がいることをご存じですか」

「話は聞いたことがある」

「どうでしょう、ここは一つ、盟主にアレク様を戴いただくアレクサンダー同盟を作るというのは。統治はもちろん今まで通り私たち、アレク様には称えるべき象徴となってもらいます。それなら奥様も納得するのではありませんか」

「――っ！」

　父上はパッと立ち上がった。

　まずい、目がキラキラ輝いている。

「ち、父上。それはいくら何でも」

「いえいえアレク様。私は準男爵、カーライル様は公爵様です。副帝殿下の名のもとに同盟を組むことに何ら問題はありません。立場的にはものすごく自然なのです」

「それは――」

　そう、なのか？

　いきなりの話でよくわからない。

　わからないけど、止めないと大変なことになるかもしれないと思った。

　なぜなら、「アレクサンダー同盟」なんて間違いなく建前で。

「それなら、両家の力を結集してアレクのすばらしさを更に広められるな」

「まったくそのとおりでございます」

　と、それが狙ねらいだった。

「それならホーセンも引き入れよう」

「ホーセンとは、帝国最強の武人、ホーセン・チョーヒ将軍のことですか」

「うむ！　ヤツもアレクのすごさを見抜いたできる男だ」

　父上の言い方だと、まるで私のすごさを見抜いたからできる男に聞こえる。

「よし、まずはこの三人だ」

「同盟を立ち上げるならば陛下に報告をしなければなりませんね」

「それなら任せろ」

　父上は窓まど際ぎわに行き、大声で叫んだ。

「カラミティ、カラミティはいるか？」

　すると帝国の守護竜、カラミティが窓の前に飛んできた。

「なんだ、主の御尊父よ」

「一つ頼まれてくれるか。私たちはアレクサンダー同盟を組むことになった。そのことを都にいる陛下に報告、そして許可を取ってきてほしい」

「……」

　カラミティはちらっと私を見た。

　なるほどカラミティなら都までひとっ飛びだから頼むのはわかる。

　でも残念だ父上、カラミティは私の命令しか――。

「承知した」

「――って承知するの!?」

「主を称しよう賛さんする集つどいができることに異存はない」

　……そうだった、カラミティも実質アレク教だった。

　何しろ『あなたが神か』って本気で訊きいてきたくらいだ。

　守護竜は身を翻ひるがえして、かつてない速度で空に消えていき――数分で戻ってきた。

「ただいま戻った」

「早っ！」

「皇帝は承認した。今後はカーライル領、シルヴァ領を副帝領とすることを許可する、と」

「しかもあっさり認めた!?」

　いいのかエリザ、それでいいのか？

「その際に一つ条件がある」

「条件？」

「言葉をそのまま伝えよう」

　カラミティはゴホン、と咳せき払ばらいして、改めて口を開いた。

「た、ただし毎年ちゃんとアレクが説明と報告に来なさい」

　驚くことに、エリザの声色そのものだった。

　頭で何な故ぜか嚙んだけど、ものまねに慣れてないからかな。

　それでもすごいけど。

「とのことだ」

　エリザからの伝言を終えると、一瞬で元のカラミティの声に戻った。

　そして、窓から去っていった。

「許可が下りましたね」

「うむ！　もっと細かい話を詰めていくとしよう。アレクのすごさを満天下に知らしめるために」

「手伝います」

　ノリノリの父上と義父上、どうやらもう止まらないみたいだ。

　副帝はただの名誉職だと思っていたら、今度は領地までついてきた。予想外の展開だ。

　ＳＳＳランクの人生は、まだまだ進化を続けていくみたいだった。







書籍版書き下ろし

善人、天使に注目される







　天使という人種は、審査した高ランクの魂を自分の功績だと考える傾向がある。

「そうだ、今日Ｓランクの魂が来たんだぜ！」

　仕事の休憩中に雑談している男と女の天使。

　男天使がいきなり思い出したかのように、自慢げに言い放った。

　それを女天使が羨うらやましそうに。

「本当に！」

「ああ」

「どういう人生だったの？」

「聞いて驚け、Ｓランクに必要な善行をほとんど六五歳以降に積んだんだ」

「うそ!?」

「六五歳まで普通に仕事をしてたけど、それを息子に譲ったあとは人助けをずっとしてた。災害が起きれば救助に入る、しかもすべて無償で」

「わあ……」

「失しつ踪そうした子供を見つけて助け出した時、元気になったあの子ともう一度会いたいですかって訊きかれても、『いやもういい、元気になったんなら安心だ、会う必要はない』って、感謝の言葉も受け取らなかったらしいぜ」

「善人過ぎる！　Ｓランク納得」

「だろ？」

　審査しただけなのに、男天使はまるで自分のことのように威張った。

「で、Ｓランクをどこに転生させたの？」

「帝国の皇帝になる運命のところに」

「うん、妥だ当とうだね。それくらいの善人、次は皇帝になっていい人生を過ごすべきだね」

　天使としてのキャリアが、その判断は適切だと女天使に思わせた。

「しかし、Ｓランクなんて何年も、下手へたしたら一〇年に一人も出ないのに、担当したの羨ましいよ」

「俺もＳランクは初めてだからいまだに興奮してる。他の皆だけじゃなく、別の世界の天使とかからもいろいろ話を聞くから、ずっと担当したいって思ってたんだ」

「Ｓランクまで行けば特別だもんね」

　男天使と女天使はテンションが上がって、他の天使から聞いたＳランクの人生を語り合った。

　世界の半分以上を征服して自分の遺伝子を世界中にばらまいた覇は王おうとか。

　スマホとかいう機械を発明して世界を変えた偉人とか。

　善行を積めば積むほど、生まれ変わった次の人生で報むくわれるというのは常識中の常識だ。

「Ｓランクが実際にどういう人生を過ごすのか、これから楽しみだ」

　天使は自分が担当した魂の人生を追いかける権利を持つが、並のランクの魂を追いかける天使はいない。

　高ランクの魂、華々しい人生になるＡ以上を追いかけることが、娯楽の少ない天使にとって数少ない楽しみの一つだ。

「あーあー、私もＳランクの魂を担当したいな」

「Ｓランクはなかなか出ないからな、まあ、長くやってればそのうち当たるだろ」

「そだねー」

　女天使はあっさり納得した。

　無限に等しい命を持つ天使、待つということはまったく苦にならない。
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　休憩が終わって、女天使は職場に戻った。

　世界中では常に誰かが死んでいる、死んだ人間は一旦天上界にやってきて、天使に生涯を審査してもらって、ランクごとに振り分けられて生まれ変わっていく。

　天使の数に比べて人間の魂の数は圧倒的に多いので、天上界はいつも審査待ちの長ちよう蛇だの列ができている。

「あーダメですね、あなた山賊やって人を四六一人も殺しましたね。Ｆランク。来世はミジンコ、再来世が豚。人間に戻るのはその次ですね」

「一人を事故で死なせましたね。でも治ち癒ゆ魔法で何人も助けてますね……差し引きＣランク。次は平民の家に生まれ変わります」

　女天使は次々と魂を審査していった。

　ほとんどがＣかＤで、たまにＢかＥが来る。

　Ａほどの善人もＦほどの悪人もなかなかいない。

　人間というのは、良くも悪くも平均的だ。

　そんな人間の魂を、流れ作業で審査していく。

　そうしつつ、意識は半分よそにいっている。

　Ｓランクの来世はどんな華々しい人生になるんだろうな、と思いを馳せていた。

　彼女はかなりベテランの天使だ、妄もう想そうしながらも、仕事はきっちりこなせるほどには有能である。

　そんな彼女の目の前に、一人の中年男がやってきた。

　見た目は冴さえない、せいぜいＣランクだろう、と彼女はあたりをつける。

「えっと、魂ナンバー１９８６３９７４７９、人間名ジャンティ・カインドさんですね」

　が、それは大外れだった。

　本当にすごい人間は見た目からは判断できないように、目の前の中年男もそうだった。

「ふぇ!?」

　驚きよう愕がくした天使は、素すっ頓とん狂きような声を出してしまった。




　ＳＳＳランク。




　ベテランの彼女でも初めて見る、存在だけ知っている高ランク。

　五百年に一人の、圧倒的な善人。

「……」

　Ｓランクの人生は同僚からいろいろ聞いている。

　それよりも遥はるかに高ランクの魂。

　来世は一体どういう人生になるのか……。

　天使は、まるで恋にも似た、胸の高鳴りを覚えたのだった。














　　　あ と が き









　人は小説を書く、小説が書くのは人。




　皆様初めまして、あるいはお久しぶり。

　台たい湾わん人ライトノベル作家の三み木きなずなでございます。

　この度は拙作『善人おっさん、生まれ変わったらＳＳＳランク人生が確定した』を手に取って下さり誠にありがとうございます！




　本作のコンセプトは「いい人は報むくわれる」、ズバリこれです。




　仏教には「輪りん廻ね転てん生せい」という概がい念ねんがあると聞きます。

　ものすごく大おお雑ざつ把ぱに説明しますと、人間は何度も何度も死んでは生まれ変わる、そして生まれ変わる時はその時の人生での行いで、次の人生の内容が決まります。




　善人の次の人生は恵まれた人生。

　悪人だと次は超ベリーハードモード――どころか人間じゃない文字通りの虫けらに生まれ変わることもあったりします。




　善人は絶対報われる。

　悪人も絶対に報いを受ける。

　ただし……どっちも次の人生で。

　という考え方でございます。




　普通の魂は上流階級とか庶しよ民みんとかの間でぐるぐると転生を繰り返したりするものですが、ごくごくたまに生まれとかと関係なく、人生でものすごい善行を積みあげる人間が現れます。

　そんな聖人級な善人だったりすると、善の人生が認められて、人間に生まれ変わるどころではなく神様とか仏様とかにランクアップしたりします。




　そんな「輪廻転生」、そして「因いん果が応おう報ほう」も入った考えから生まれたのが本作です。




　あまり取り柄とかはない普通のおっさんだけど、いい人であることが認められて、査定的には神様になれるところを、いや人間が好きだから次も人間がいい――ってことで史上最高のＳＳＳランクで人間に転生しました。

　ＳＳＳランクのおかげでものすごい才能を持って生まれて世界最強だったり、男にも女にもモテモテの超イージーモード人生を過ごす。

　最初から最後まで幸せしかない、それが確定した人生。

　本作はそんな物語でございます。




　ですので、この作品で主人公が不幸になることは考えていません。

　彼は前世で善人でした、そして善人であるからには転生した今回の人生では報われなければなりません。

　本作では徹底的に善人であった彼が報われるようにする、それだけを考えて物語を作っていきたいと考えております。




「善人だから生まれ変わったら報われる物語」




　これを最後まで貫つらぬき通したいと考えています。

　このコンセプトに共感を示して下さった方は、是非とも本作をレジまでお持ち下さいませ。よろしくお願いいたします！




　最後に謝辞です。

　素晴らしいイラストを描いてくださった伍ご長ちよう様、ありがとうございます。途中から口を挟む余地がなくて送られてくるものを楽しみにするモードになってました。

　担当編集のＴ様、色々わがままを聞き入れて下さりありがとうございました。

　カムバックの機会を与えて下さった古巣のダッシュエックス様、感謝の言葉もありません！　これを手に取って下さった読者の皆様方、その方々に届けて下さった書店の皆様。

　本書に携わった多くの方々に厚く御礼申し上げます。




　次巻も皆様のお手元に届けられることを願って、この辺で筆をおかせていただきます。





二〇一八年九月某日　なずな　拝
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